
「
ト
ロ
イ
ア
の
木
馬
」
と
市
民
社
会

32　（32）

一
八
二
〇
～
三
一
年
ベ
ル
リ
ン
行
政
と
住
宅
問
題
一

北

村

昌

史

【
要
約
】
　
～
九
世
紀
、
都
市
化
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
都
市
は
そ
の
相
貌
を
　
変
さ
せ
る
。
一
八
二
〇
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
人
口
増
に
よ
り
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン

ホ
イ
ザ
ー
と
い
う
労
働
者
の
た
め
の
大
集
合
住
宅
群
が
出
現
し
た
。
本
稿
は
、
「
ト
ロ
イ
ア
の
木
馬
」
と
も
い
わ
れ
た
こ
の
建
物
群
へ
の
市
民
社
会
の
反

応
を
、
建
築
直
後
か
ら
～
八
三
一
年
ま
で
辿
っ
た
。
市
当
局
や
警
視
庁
は
、
こ
の
建
物
の
衛
生
面
や
道
徳
面
の
危
険
性
に
不
安
を
抱
き
、
市
民
層
の
住
居

様
式
を
前
提
と
し
た
改
革
を
施
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
加
え
、
市
当
局
に
と
っ
て
は
住
民
へ
の
救
貧
負
担
の
問
題
が
重
要
性
を
帯
び
る
。
他
方
、
市
当
局

や
警
視
庁
の
動
き
に
対
し
て
所
有
者
は
家
賃
確
保
に
腐
心
し
、
住
民
は
既
得
権
を
侵
さ
れ
る
と
暴
動
を
起
こ
す
。
こ
の
時
期
、
一
般
市
民
の
こ
の
建
物
へ

の
関
心
は
高
く
な
い
。
「
混
合
居
住
」
（
一
緒
に
住
む
こ
と
で
市
民
の
よ
い
影
響
を
労
働
者
に
あ
た
え
る
と
い
う
発
想
）
に
象
徴
的
に
現
さ
れ
る
市
当
局
や

警
視
庁
の
論
理
は
、
そ
の
後
一
八
六
〇
年
代
ま
で
都
市
問
題
や
住
宅
問
題
に
関
心
を
も
つ
ベ
ル
リ
ン
市
民
に
説
得
力
を
持
ち
続
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
四
巻
【
号
　
二
〇
〇
…
年
　
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
世
紀
初
頭
以
来
、
ド
イ
ツ
の
諸
都
市
は
、
都
市
化
と
よ
ば
れ
る
社
会
の
大
き
な
変
化
を
経
験
す
る
。
そ
の
結
果
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
な

る
と
ド
イ
ツ
の
都
市
社
会
は
一
世
紀
前
と
は
全
く
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
都
市
化
と
は
、
人
口
増
大
に
伴
う
既
存
の
都
市

制
度
の
機
能
不
全
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
都
市
制
度
や
社
会
制
度
の
確
立
の
過
程
を
い
う
。
都
市
化
に
関
す
る
共
通
認
識
を
ま
と
め
て
い
る
と
お
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①

も
わ
れ
る
J
・
ロ
イ
レ
ケ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
に
お
い
て
都
市
化
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
段
階
を
経
て
進
行
し
た
。
一
八
世
紀
末
か

ら
一
八
四
〇
年
代
ま
で
が
法
律
、
政
治
、
経
済
面
の
基
盤
形
成
期
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
が
始
動
期
で
あ
り
、
そ
れ
を
う
け
て

都
市
化
が
本
格
化
す
る
の
が
一
八
七
〇
年
代
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
で
あ
る
。
こ
う
し
た
都
市
化
の
過
程
は
、
本
稿
で
あ
つ
か
う
ベ
ル
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ン
で
も
同
様
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。

　
一
九
世
紀
前
半
の
ベ
ル
リ
ン
で
も
都
市
社
会
の
変
化
は
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
既
に
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
に
お
い
て
都
市
社

会
の
根
幹
に
関
わ
る
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
、
制
度
的
に
は
一
八
世
紀
ま
で
と
は
異
な
る
原
則
で
ベ
ル
リ
ン
社
会
は
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
○
八
年
の
都
市
条
例
に
よ
っ
て
市
民
が
関
与
す
る
形
の
行
政
制
度
が
、
そ
し
て
一
八
一
〇
年
に
は
営
業
の
自
由
が
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

入
さ
れ
、
形
を
変
え
こ
そ
す
れ
、
こ
う
し
た
原
則
は
そ
の
後
の
ベ
ル
リ
ン
で
適
用
さ
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
た
だ
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
社
会
の
変
化
を
語
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
重
要
な
の
は
人
口
増
加
で
あ
ろ
う
。
世
紀
初
頭
に
約
一
七
万
で
あ
っ
た

人
口
は
、
三
月
革
命
前
の
一
八
四
七
年
に
は
約
二
・
三
倍
の
四
〇
万
に
ま
で
到
達
す
る
。
そ
の
後
も
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
は
着
実
に
増
え
て
い
き
、

ド
イ
ツ
統
一
後
の
一
八
七
一
年
に
は
八
○
万
人
を
突
破
す
る
。
こ
う
し
た
人
口
増
に
よ
っ
て
社
会
構
成
や
都
市
景
観
の
変
化
が
ひ
き
お
こ
さ
れ

た
だ
け
で
は
な
く
、
流
入
し
て
き
た
労
働
者
の
生
活
は
大
き
な
問
題
と
し
て
市
民
層
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
で
も
の
べ
る
よ
う
に
、

一
八
二
〇
年
代
の
段
階
で
も
既
に
そ
う
し
た
人
々
に
対
す
る
救
貧
負
担
は
市
当
局
に
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
～
八
四
〇
年
代
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
と
労
働
者
の
社
会
問
題
は
市
民
社
会
の
注
目
を
浴
び
、
様
々
な
改
革
の
試
み
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
本
稿
の
舞
台
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
北
方
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
門
の
す
ぐ
外
に
位
置
す
る
巨
大
な
労
働
者
住
宅
群
で
あ
る
。

四
つ
の
大
規
模
な
賃
貸
住
宅
と
い
く
つ
か
の
小
規
模
な
構
造
物
か
ら
な
る
こ
の
住
宅
群
は
、
一
入
二
〇
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
侍
従
H
・

O
・
v
・
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
前
半
の
ベ
ル
リ
ン
の
住
宅
で
は
一
つ
の
建
物
に
八
つ
の
住
居
を

設
け
る
の
が
平
均
で
あ
り
、
全
体
で
四
〇
〇
世
帯
、
二
〇
〇
〇
人
も
の
人
が
住
む
こ
の
建
物
群
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
例
外
的
に
巨
大
な
構
造

物
で
あ
っ
た
。
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
」
は
、
人
口
増
加
に
伴
う
住
宅
需
要
の
拡
大
か
ら
派
生
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
盤
の
べ
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ル
リ
ン
社
会
の
変
化
を
象
徴
的
に
示
す
存
在
と
い
え
る
。
し
か
も
、
こ
の
建
物
群
に
住
む
労
働
者
の
生
活
の
あ
り
方
は
、
一
住
居
に
一
家
族
だ

け
が
居
住
し
、
そ
し
て
部
屋
ご
と
の
機
能
分
離
が
確
立
し
た
当
時
の
市
民
層
の
住
居
と
は
対
照
的
な
状
態
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
フ
ァ

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
全
体
で
別
の
家
族
や
独
身
者
へ
の
又
貸
し
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
つ
の
大
規
模
な
賃
貸
住
宅
の
う
ち
最
後
に
建

て
ら
れ
た
三
つ
で
は
、
一
つ
の
住
居
は
部
屋
～
つ
だ
け
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
の
部
屋
が
作
業
場
、
寝
室
、
台
所
な
ど
複
数
の
機
能
を

も
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
巨
大
さ
と
生
活
様
式
の
ち
が
い
の
た
め
、
～
八
二
七
年
に
あ
る
無
料
施
療
医
が
い
み
じ
く
も
こ
の
建
物
を
「
ト
ロ
イ

ア
の
木
馬
」
と
い
っ
た
こ
と
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
未
曾
有
の
建
物
は
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
の
市
民
社
会
か
ら
危
険
な
異
分
子
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
く
。

　
こ
の
異
分
子
に
対
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
市
民
社
会
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
建
築
直
後
か
ら
、
こ
の
建
物
へ
の
行
政
側
の
対
応

が
一
段
落
し
た
と
お
も
わ
れ
る
一
八
三
一
年
ま
で
辿
る
こ
と
が
本
稿
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
本
稿
の
対
象
は
都
市
化
の
基
盤
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

成
期
に
あ
た
る
が
、
本
稿
の
成
果
と
、
そ
の
後
の
住
宅
問
題
や
都
市
問
題
に
対
す
る
市
民
社
会
の
反
応
を
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
本
稿
の
分

析
の
成
果
を
よ
り
長
期
的
な
展
望
の
も
と
に
お
く
こ
と
も
本
稿
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
住
宅
問
題
を
介
し
た
市
罠
社
会
の
再
検
討
と
い
う
課
題
は
、
近
代
ド
イ
ツ
史
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
へ
の
新
た
な
理
解
を
も
た
ら
す
可

能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
近
年
、
一
九
世
紀
か
ら
戦
間
期
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
住
宅
改
革
に
つ
い
て
十
数
年
間
の
研
鎭
の
成
果
を
ま
と
め
た
、
邦
語
に
よ
る
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

作
が
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究
を
検
討
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
改
革
運
動
の
共
通
性
と
相
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
共
通
性
と
し
て
は
住
宅
改
革
運
動
の
展
開
が
こ
の
三
国
で
基
本
的
に
同
じ
リ
ズ
ム
で
進
ん
だ
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
一
八
四
〇
年
代
に
住
宅
問
題
が
広
範
な
市
民
層
の
関
心
を
引
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
住
宅
建
築
を
公
権
力
が
管
理
す
る

機
構
が
確
立
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
衛
生
的
住
環
境
や
市
民
的
家
族
観
の
重
視
な
ど
、
こ
の
三
国
の
住
宅
改
革
運
動
に
は
共
通
す

る
点
が
多
く
み
ら
れ
る
。
他
方
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
住
宅
に
関
す
る
国
家
レ
ベ
ル
の
立
法
が
確
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
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第
～
次
世
界
大
戦
以
前
に
は
そ
う
し
た
法
律
が
な
か
っ
た
こ
と
が
ド
イ
ツ
の
特
色
と
い
え
る
。
以
上
の
共
通
点
と
相
違
を
ふ
ま
え
る
と
、
住
宅

改
革
運
動
を
軸
に
し
て
こ
れ
ら
三
国
の
社
会
史
の
展
開
を
比
較
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
題
材

に
基
づ
く
比
較
史
の
視
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
「
特
有
の
道
」
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
強
調
し
て
き
た
、
か
つ
て
の
ド

　
　
　
　
　
⑨

イ
ツ
史
理
解
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
有
効
な
視
角
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
と
よ
り
、
ド
イ
ツ
史
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
全
体
に
議
論
を
敷
召
す
る
の
は
本
稿
の
範
囲
を
越
え
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
住
宅
問
題
を
巡
る
議
論
を
都
市
化
の
基
盤
形
成
期
の
ベ
ル
リ
ン
で
具
体
的
に
確

認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
冒
お
雰
㌘
三
①
。
犀
ρ
O
§
ミ
ら
ぎ
譜
、
奪
呼
§
ミ
§
ミ
磯
爵
導
ミ
慧
§
鼠

　
醇
厚
ロ
鐵
。
昌
O
ヨ
鼠
m
ぎ
一
⑩
o
Q
㎝
9

②
拙
稿
「
　
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
改
革
構
想
の
変
遷
－
…
労
働
諸
階
級

　
福
祉
中
央
協
会
の
機
関
誌
を
題
材
に
扁
『
史
林
隔
七
六
－
六
、
一
九
九
三
年
、
一

　
～
三
i
一
一
六
頁
（
以
下
「
住
宅
改
革
構
想
」
）
。

③
霊
智
属
鼻
ρ
い
§
葱
ミ
§
鱗
§
Q
§
葬
持
経
、
さ
、
ミ
ミ
N
誌
§
肉
§
§
鳴
、
N

　
§
等
ミ
b
§
§
栽
§
巡
奪
ミ
偽
急
§
9
§
、
§
N
o
o
零
N
題
P
甲
雪
謀
g
く
署
㊦
≦

　
《
O
涛
一
〇
り
ρ

④
以
下
の
叙
述
は
、
拙
稿
＝
九
世
紀
中
葉
ベ
ル
リ
ン
の
住
宅
事
情
（
～
）
」

　
「
（
二
）
」
隅
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
隔
三
七
－
一
・
二
、
一
九
九
五
年
・
一
九

　
九
山
周
年
（
以
下
「
住
宅
事
槽
…
（
一
）
篇
「
（
二
）
」
）
。

⑤
拙
稿
「
ド
イ
ツ
三
月
革
命
前
後
の
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
」
『
史
林
』
七

　
三
一
三
、
一
九
九
か
年
。

⑥
本
稿
の
議
論
は
一
九
八
○
年
代
以
来
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
市
民
暦
研
究

　
の
流
れ
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
の
市
民
層
研
究
の
動
向
に
つ
い
て

　
は
甘
爵
チ
雪
ω
需
吾
①
♪
し
d
臼
σ
q
㊦
r
ω
9
α
q
臼
2
β
じ
d
鋒
σ
q
Φ
門
守
。
算
①
鍔
b
ご
母
σ
Q
⑦
㍗

一一

D
Φ
O
Φ
ω
①
一
一
ω
o
訂
｛
鴛
ω
〔
¢
窪
Φ
ψ
o
｛
一
号
○
Φ
§
磐
（
q
署
①
「
）
ζ
箆
虫
①
Ω
器
ω

帥
巳
H
畠
ω
0
9
0
2
ぎ
邑
≦
o
匡
負
一
身
§
穐
魯
ミ
ぎ
N
駄
§
誉
ミ
顛
§
§
①
P

一
り
Φ
曵
参
照
。
市
畏
層
研
究
の
初
期
段
階
を
リ
ー
ド
し
た
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
代
表
的
な
市
民
暦
研
究
と
し
て
甘
お
Φ
雪
国
。
。
訂
（
葭
σ
Q
．
）
”

ヒ
U
篶
蕪
、
ミ
ミ
§
N
ゆ
§
訪
き
§
§
5
ω
ゆ
山
‘
O
α
民
ロ
σ
Q
魯
一
り
Φ
0
を
あ
げ
て
お
く
。

ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
は
具
体
的
な
都
市
と
い
う
場
で
市
民
暦
を

捉
え
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
と
く
に
そ
う
し
た
研
究
を
推
進
し
て
い
る
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
大
学
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
論
集
と
し
て
、
い
。
疑
碧
O
p
嵩
（
国
σ
q
．
）
甲
防
ミ
ミ

§
駄
b
6
特
蜷
㌶
§
四
§
N
P
魯
課
租
§
譜
タ
ヨ
壼
。
糊
口
目
8
9
匹
臼
ω
λ
閏
σ
Q
シ
ぎ
§

ミ
W
§
蓑
§
謹
§
§
b
σ
ミ
聴
、
ミ
ミ
望
馬
ミ
馬
ミ
畏
忌
織
糸
逡
密
議
ミ
ミ
§
§
ぴ
ミ
鼻

竃
冒
。
審
昌
一
紹
一
恩
霧
．
（
凝
．
γ
寒
ミ
§
蹴
建
替
・
咋
§
§
寮
封
事
轟
q
§
母

讐
鼠
賦
§
ミ
§
建
、
§
o
魯
謹
§
O
§
藻
。
ぴ
暴
堕
寓
蜜
。
ゲ
窪
畜
⑩
ω
が
あ
る
。
都
市
市

民
研
究
と
い
う
こ
と
で
は
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
℃
β
。
巳
堵
9
β
Q
撃

ミ
堆
黒
9
蕪
、
ミ
ミ
ミ
ミ
に
簿
ミ
、
騎
ミ
菊
合
b
弓
織
§
N
c
o
Q
や
N
c
◎
肋
9
ぎ
ミ
咋
馬
§
－

窓
慧
ミ
杣
§
畢
需
§
さ
欝
O
窪
ぎ
α
q
魯
δ
逡
も
重
要
。
都
市
市
民
研
究
に
は
ほ

か
に
し
U
ユ
σ
q
讐
Φ
ζ
Φ
δ
「
＼
誘
導
σ
q
鱒
ω
0
7
巴
訂
（
国
α
q
圏
γ
b
龍
景
露
寒
幕
鳴
趣
、
懸
吻
恥
ミ
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寒
韓
廉
恥
匙
§
、
さ
ご
嵩
§
帆
ミ
き
、
曾
翫
鋳
簿
§
謬
容
凡
簿
N
蕊
O
い
鋳
嵐
叙
P
u
d
①
『
賦
目

　
一
Φ
緯
な
ど
が
あ
る
。
市
民
層
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
の
筆
者
の
理
解
に
つ
い
て

　
は
拙
稿
［
市
民
暦
・
住
宅
問
題
・
資
格
社
会
－
～
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
市
民
社
会
」

　
『
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
三
－
一
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
。

⑦
吉
細
克
己
『
フ
ラ
ン
ス
住
宅
法
の
形
成
－
住
宅
を
め
ぐ
る
圏
家
・
契
約
所
有

　
権
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
、
中
野
隆
生
噸
プ
ラ
ー
グ
街
の
住
民
た
ち

　
ー
フ
ラ
ン
ス
近
代
の
住
宅
・
民
衆
・
国
家
㎞
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
島
浩

　
二
『
住
宅
組
合
の
史
的
研
究
ー
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
持
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
源

　
流
』
法
律
文
化
社
、
～
九
九
八
年
、
後
藤
俊
明
『
ド
イ
ツ
住
宅
問
題
の
政
治
社
会

　
史
ー
ヴ
ァ
イ
マ
ル
社
会
国
家
と
中
間
層
駈
未
来
社
、
　
一
九
九
九
年
。

⑧
こ
う
し
た
比
較
史
の
視
点
は
、
蜜
畠
9
霧
C
σ
邑
。
穿
直
島
智
ヨ
Φ
ω
幻
舞
ρ
§
恥

　
さ
竃
ミ
§
帖
誉
、
き
§
註
畷
肉
§
§
註
Q
恥
§
“
こ
織
嵩
日
韓
蔦
§
鴨
N
Q
Q
屯
田
N
逡
轟

　
○
餌
日
穿
己
α
q
Φ
ド
リ
○
。
㎝
に
も
み
ら
れ
る
。

⑨
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
史
理
解
に
つ
い
て
は
デ
ー
ヴ
イ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
、

　
ジ
ェ
フ
・
イ
リ
i
『
現
代
歴
史
叙
述
の
神
話
ー
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
』
（
茎
田
幸

　
男
訳
）
晃
洋
書
房
、
【
九
八
三
年
参
照
。
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フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
i
罰
。
∋
㍊
一
Φ
コ
7
ぎ
¢
④
「

　
ま
ず
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
市
民
社
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
こ
の
建
物
で
三
年
の
時
を
経

て
発
生
し
た
騒
動
に
つ
い
て
史
料
の
叙
述
に
即
し
て
概
略
を
の
べ
る
こ
と
か
ら
本
稿
の
検
討
を
は
じ
め
よ
う
。
最
初
の
騒
動
に
つ
い
て
は
群
馬

の
、
二
番
目
の
騒
動
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
、
そ
れ
ぞ
れ
事
件
の
全
経
過
に
立
ち
会
っ
た
者
に
よ
る
報
告
が
史
料
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
最
初
の
騒
動
が
発
生
し
た
の
は
一
八
二
八
年
七
月
一
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
市
の
取
り
立
て
役
ベ
ル
ガ
ー
は
、
警
官
を
伴
い
フ
ァ

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
！
に
赴
い
て
い
た
。
一
九
世
紀
初
頭
以
来
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
門
の
外
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
増
大
に
伴
い
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン

ト
と
呼
ば
れ
る
労
働
者
の
た
め
の
一
大
貧
民
街
が
形
成
さ
れ
た
。
な
か
で
も
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
四
〇
〇
世
帯
、
二
〇
〇
〇
人
が
集
ま

り
住
む
集
合
住
宅
連
で
あ
り
、
－
と
り
わ
け
目
立
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
世
帯
主
の
半
分
以
上
は
家
内
労
働
の
織
工
で
あ
り
、
ま
た
女
性
や
子
供

の
生
業
と
し
て
機
織
り
の
準
備
作
業
で
あ
る
糸
巻
き
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
建
物
群
は
「
機
織
り
工
場
」
の
様
相
を
呈
し
て
い

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
。
こ
こ
の
住
民
は
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
自
治
体
税
で
あ
る
家
賃
税
の
支
払
い
を
免
除
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
置
市
当
局
は
家
賃

税
を
取
り
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ガ
ー
が
ク
ヴ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
よ
ば
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
北
棟
の
四
二
全
室
に
住
む

ブ
ラ
ウ
ネ
夫
妻
に
家
賃
税
の
支
払
い
を
要
求
し
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ガ
ー
は
「
何
か
と
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
殺
し
て
や
る
」
と
い
う



「トロイアの木馬」と市民社会（北村）

ブ
ラ
ウ
ネ
婦
人
の
叫
び
声
を
浴
び
せ
ら
れ
、
彼
女
の
悪
態
と
絶
叫
が
引
き
金
に
な
っ
て
住
民
の
騒
擾
が
発
生
す
る
。
夫
妻
が
支
払
い
を
拒
否
し

た
後
、
ベ
ル
ガ
ー
は
同
行
の
人
夫
を
使
っ
て
差
し
押
さ
え
の
手
続
き
に
入
っ
た
が
、
ブ
ラ
ウ
ネ
婦
人
は
一
旦
部
屋
か
ら
で
た
か
と
お
も
う
と
あ

の
叫
び
声
を
あ
げ
、
取
り
立
て
役
だ
ち
の
ほ
う
に
斧
を
手
に
突
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
騒
ぎ
に
つ
ら
れ
て
あ
ら
ゆ
る
廊
下
と
階
段
に
は
人

だ
か
り
が
で
き
た
。
彼
女
の
叫
び
声
は
、
同
じ
棟
だ
け
で
は
な
く
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
全
体
に
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て

駆
け
つ
け
た
地
域
担
当
の
警
察
は
、
家
賃
税
の
と
り
た
て
よ
り
も
、
住
民
の
沈
静
化
を
重
視
し
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
建
物
の
廊

下
か
ら
出
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
立
て
役
だ
ち
に
対
し
て
ブ
ラ
ウ
ネ
夫
妻
の
差
し
押
さ
え
を
解
除
さ
せ
、
夫
妻
に
か
わ
っ
て
未
払
い
の
家
賃
税

を
、
手
数
料
も
含
め
て
払
っ
た
の
で
あ
る
。
騒
擾
に
起
因
す
る
暴
動
は
回
避
さ
れ
、
取
り
立
て
役
だ
ち
は
周
り
か
ら
侮
辱
の
声
を
浴
び
せ
ら
れ
、

無
言
で
建
物
か
ら
退
出
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
住
艮
の
集
合
行
動
が
市
当
局
の
強
制
執
行
か
ら
自
分
た
ち
の
既
得
権
を
守
っ
た
と
い
う
こ
と

　
　
③

に
な
る
。

　
三
年
後
の
一
八
三
一
年
七
月
二
七
日
、
住
民
の
集
合
行
動
は
今
度
は
本
格
的
な
暴
動
に
ま
で
発
展
す
る
。
こ
の
時
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

建
物
の
二
代
目
所
有
者
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
に
よ
る
住
蔑
の
強
制
立
ち
退
き
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
は
こ
の
年
の
～
月
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー

を
購
入
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
未
払
い
の
家
賃
が
あ
ま
り
に
多
い
の
で
甫
の
執
行
官
の
ラ
イ
マ
ン
と
建
物
の
管
理
人
と
共
に
立
ち
退

き
を
要
求
す
る
た
め
に
住
民
の
部
屋
を
訪
れ
た
。
四
世
帯
目
ま
で
は
立
ち
退
き
の
要
求
に
応
じ
た
が
、
五
部
屋
目
の
仕
立
屋
ヴ
ァ
イ
ス
ベ
ッ

カ
ー
が
抵
抗
を
示
す
。
執
行
官
は
、
雲
門
の
見
張
り
の
救
援
の
も
と
こ
の
家
族
を
部
屋
か
ら
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
こ
の
騒
動

を
き
っ
か
け
に
興
味
を
も
っ
た
多
く
の
住
民
が
廊
下
に
集
ま
り
文
句
を
い
い
悪
態
を
つ
く
事
態
と
な
る
。
そ
の
な
か
で
六
番
目
の
部
屋
の
住
艮

も
激
し
い
抵
抗
を
示
し
、
数
百
人
の
男
女
が
暴
動
を
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
立
ち
退
き
は
や
む
を
え
ず
中
止
さ
れ
た
が
、
騒
ぎ
は
鎮
ま
ら
な
か

っ
た
。
執
行
官
は
豊
門
の
見
張
り
に
援
助
を
要
求
し
、
ま
た
歩
兵
三
〇
人
と
騎
兵
一
人
が
来
た
も
の
の
、
か
え
っ
て
暴
動
は
激
し
く
な
る
。
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

局
、
姿
を
み
せ
た
警
官
の
勧
告
で
、
所
有
者
は
住
民
に
鍵
を
返
し
、
軍
隊
を
遠
ざ
け
る
、
そ
の
こ
と
で
よ
う
や
く
秩
序
は
回
復
し
た
。

　
以
上
二
つ
の
騒
動
と
も
に
、
経
済
的
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
要
求
に
対
す
る
住
民
の
集
団
的
な
抵
抗
運
動
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
騒
動
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が
お
こ
る
時
は
、
そ
う
し
た
要
求
の
拒
絶
に
は
じ
ま
り
、
叫
び
声
や
悪
態
を
き
っ
か
け
に
す
る
建
物
全
体
の
騒
動
が
発
生
す
る
点
で
二
つ
の
騒

動
と
も
同
様
の
経
過
を
辿
る
。
ま
た
騒
動
が
終
息
す
る
際
も
要
求
の
撤
回
に
よ
っ
て
秩
序
が
回
復
す
る
点
で
両
者
は
同
じ
で
あ
る
。
二
つ
の
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

動
と
も
住
民
の
行
動
は
基
本
的
に
同
じ
と
い
え
、
こ
れ
に
加
え
、
騒
動
が
終
息
し
、
秩
序
が
回
復
す
る
際
に
は
た
し
た
「
警
察
」
の
役
割
も
、

住
民
の
既
得
権
を
守
る
方
向
で
行
動
し
た
点
で
同
様
で
あ
る
。

　
他
方
、
二
つ
の
騒
動
の
経
過
を
比
較
す
る
と
、
両
者
に
は
い
く
つ
か
相
違
点
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
顕
著
な
点
は
、
前
者
で
は
不
穏

な
空
気
は
醸
成
さ
れ
た
も
の
の
、
暴
動
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
実
際
に
暴
動
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

後
者
の
騒
動
で
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
軍
隊
も
暴
動
鎮
圧
の
た
め
に
動
員
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
暴
動
の
参
加
者
か
ら
は
逮
捕
者
も
で
て
い

る
。
こ
う
し
た
ち
が
い
は
、
事
件
の
経
過
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
前
者
で
は
、
住
昆
の
不
満
が
実
際
に
暴
力
行
為
に
発
展
す
る
前
の
段
階
で
適

切
な
所
轄
警
察
の
介
入
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
後
者
で
は
警
官
の
登
場
が
暴
動
発
生
よ
り
後
の
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
三
年
の
問
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
巡
る
状
況
の
変
化
が
、
両
者
の
相
違
の
背
景
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
示
的
な
解
答
を
あ
た
え
る
の
は
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
。

　
第
二
の
暴
動
が
発
生
し
た
一
八
三
一
年
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
の
コ
レ
ラ
流
行
の
年
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
「
青
い
恐
怖
」

　
　
　
　
　
⑥

に
お
そ
わ
れ
た
。
八
月
二
九
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
最
初
の
コ
レ
ラ
患
者
が
確
認
さ
れ
た
後
、
九
月
二
一
日
に
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
も
コ

レ
ラ
と
診
断
さ
れ
た
者
が
で
た
。
八
日
後
の
二
九
日
に
は
市
当
局
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
内
の
建
物
（
ク
ラ
イ
ネ
ス
ハ
ウ
ス
）
を
改
造
し
て

コ
レ
ラ
治
療
施
設
を
も
う
け
、
こ
の
地
域
の
流
行
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
年
ベ
ル
リ
ン
全
体
で
人
二
六
二
五
万
人
の
う
ち
二
二
七
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
コ
レ
ラ
に
か
か
り
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
は
一
四
四
七
人
中
一
一
八
人
が
罹
患
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
治
療
施
設
を
設
置
し
、

し
か
も
本
稿
で
み
る
よ
う
に
以
前
か
ら
伝
染
病
の
発
生
源
と
み
ら
れ
て
い
た
建
物
と
、
都
市
全
体
の
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
が
、

患
者
一
人
あ
た
り
の
住
民
数
を
だ
す
と
市
全
体
が
一
〇
九
人
で
あ
る
の
に
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
一
二
人
で
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ

イ
ザ
ー
の
罹
患
率
は
か
な
り
高
い
。
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以
上
、
二
つ
の
騒
動
と
コ
レ
ラ
罹
患
率
の
高
さ
か
ら
は
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
ベ
ル
リ
ン
社
会
に
と
っ
て
治
安
維
持
や
衛
生
の
点
で

危
険
な
存
在
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
で
は
章
を
改
め
て
、
こ
の
危
険
な
異
分
子
に
対
し
て
ベ
ル
リ
ン
社
会
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
絡
む
先
行
研
究
を
整
理

し
、
本
稿
の
課
題
を
よ
り
明
確
に
し
よ
う
。

①
　
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
…
や
周
辺
の
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
拙
稿

　
「
住
宅
事
情
（
一
と
「
（
二
と
参
照
。

②
家
賃
税
は
一
八
～
五
年
に
導
入
さ
れ
た
。
ベ
ル
リ
ン
市
内
の
建
物
す
べ
て
が
課

　
税
対
象
と
な
り
、
家
屋
所
有
者
は
家
屋
価
格
の
四
％
を
、
賃
借
人
は
家
賃
の
八
・

　
三
一
二
％
を
衛
当
局
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
O
⇔
韓
㊤
ピ
冨
げ
。
げ
①
戸
N
雌

　
号
p
ピ
Φ
ぴ
窪
ω
げ
巴
ぎ
α
q
言
α
q
2
山
費
葛
聾
雪
の
〇
三
〇
馨
雪
ぎ
じ
d
巴
ぎ
畠
①
ω
＜
♀

　
墨
「
N
■
国
冒
Φ
切
。
欝
。
窯
毎
α
q
田
ロ
善
柔
く
8
護
①
8
鼠
ω
Φ
艮
≦
ざ
匡
巨
σ
q
q
巳

　
≦
o
ぎ
く
①
夢
極
心
。
・
。
。
Φ
P
冒
一
〇
再
。
口
μ
し
。
o
ゲ
（
国
α
q
．
y
＄
§
斗
酒
§
貸
謎
§
N
ミ
勲
－

　
逡
ミ
ら
ミ
三
審
、
菅
§
§
§
§
防
ミ
ミ
鴇
ミ
§
蒔
q
o
き
簿
ミ
§
凡
§
§
謎
簿
警
ミ
§
鳶

　
し
d
恥
、
§
お
ミ
隷
§
ひ
ミ
難
じ
d
Φ
熱
轟
一
㊤
謡
響
ω
．
置
歴

③
｝
。
訂
嘗
胆
δ
象
畠
Ω
Φ
巨
加
撚
匿
磐
ω
他
村
く
Φ
β
b
＆
ヒ
d
馬
・
§
ミ
藁
§
ぎ
塁

　
k
ミ
や
N
c
Q
亀
．
肉
噛
ミ
さ
瀞
袋
§
§
ミ
誌
詮
ぎ
Q
跨
q
ミ
蕩
心
譜
、
・
v
q
§
§
帽
黒
目
ミ
馬
N
偽
匙
§

　
建
ミ
ミ
§
苺
器
鴨
、
へ
8
・
寒
ミ
穿
暮
ミ
鷺
、
誤
・
ゼ
魯
・
ゆ
6
紺
§
黒
鴨
ミ
謎
§
b
O
鴨
、
－

　
§
ミ
き
℃
惑
誠
§
蹴
誉
、
防
ミ
ミ
§
9
ミ
鵯
薦
哩
§
譜
憶
ミ
防
§
笈
N
ミ
さ
町
思
。
劃

　
ζ
雪
色
魯
一
④
。
。
ρ
ψ
憲
①
｛
．
本
稿
の
分
析
に
用
い
る
史
料
は
こ
の
史
料
集
に
依

　
拠
す
る
。
こ
の
史
料
集
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
住
宅
事
情
」
お
よ
び
コ

二
　
先
行
研
究
の
検
討

　
八
四
〇
年
代
ベ
ル
り
ン
の
都
市
社
会
と
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
噸
西
洋
史
学
』

　
一
七
五
、
一
九
九
四
年
（
以
下
「
都
市
社
会
」
）
参
照
。

④
○
Φ
巨
§
匹
隊
貯
く
曾
切
る
蟄
P
ω
．
δ
城
山
O
◎

⑤
一
八
二
四
年
九
月
二
七
日
に
発
生
し
た
別
の
暴
動
で
も
佐
民
は
同
様
の
行
動
パ

　
タ
ー
ン
を
示
し
、
権
益
を
侵
害
さ
れ
た
時
の
住
民
の
行
動
様
式
は
こ
の
時
期
ほ
ぼ

　
一
定
し
て
い
る
。
こ
の
日
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
担
当
の
救
貧
委
員
で
あ
る
商
人

　
ツ
ィ
ー
ヒ
ェ
は
、
そ
の
日
に
支
払
う
べ
き
一
五
一
人
分
二
一
四
八
タ
ー
ラ
ー
の
扶

　
助
金
に
対
し
て
、
約
｝
○
八
タ
ー
ラ
ー
し
か
市
か
ら
う
け
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
扶
助
金
を
も
ら
え
な
か
っ
た
住
民
の
う
ち
寡
婦
パ
イ
ン
が
騒
ぎ
だ
し
、
彼
女
と
そ

　
の
子
の
叫
び
声
で
二
〇
〇
人
が
集
ま
り
暴
動
が
発
生
し
た
。
肉
い
§
§
の
．
Q
。
N
蒔
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

⑥
「
青
い
恐
怖
」
に
つ
い
て
は
児
市
雅
俊
盆
明
青
い
恐
怖
白
い
街
…
ー
コ
レ
ラ

　
流
行
と
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
徳
平
凡
社
、
一
九
九
ケ
年
参
照
。
ベ
ル
リ
ン
や
プ
ロ
イ

　
セ
ン
各
州
の
最
初
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
は
C
d
窪
げ
四
望
U
塔
婆
ρ
b
貯
》
鴇
匙
－

　
翫
笥
漕
ミ
§
．
老
馬
9
§
ミ
q
§
殴
。
。
c
。
ミ
讐
§
b
σ
鳴
、
§
§
犠
§
轟
㍗
鴨
袋
ミ
賜
黙
§

　
等
。
ミ
§
§
説
硫
§
㌧
ぎ
葛
§
§
駄
勲
ミ
a
§
”
ゆ
9
ぎ
＼
駕
⑦
≦
《
o
時
む
O
O
参
照
。

⑦
O
Φ
聾
＝
巳
図
鐸
く
霧
葛
鋒
9
ω
．
囲
α
餅

こ
こ
で
は
筆
者
の
儲
究
テ
ー
マ
で
あ
る
住
宅
改
革
運
動
と
ベ
ル
リ
ン
の
救
貧
行
政
に
関
す
る
先
行
研
究
の
検
討
か
ら
議
論
を
進
め
た
い
。
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一
九
八
○
年
代
以
来
か
な
り
の
研
究
蓄
積
が
み
ら
れ
た
住
宅
改
革
運
動
砥
究
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
共
通
の
視
角
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

さ
し
つ
か
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
そ
の
基
盤
が
確
立
す
る
、
公
権
力
の
広
範
な
関
与
に
よ
る
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
の

あ
り
方
を
所
与
の
前
提
と
し
、
一
九
世
紀
中
葉
以
来
の
住
宅
改
革
運
動
の
展
開
を
そ
こ
に
至
る
過
程
と
し
て
叙
述
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
従
来
の
研
究
で
は
、
住
宅
改
革
運
動
を
構
成
す
る
要
素
の
な
か
で
も
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
に
繋
が
る
要
素
が
強
調
さ
れ
、
一
九
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

紀
ド
イ
ツ
社
会
の
な
か
に
運
動
を
位
置
づ
け
る
視
点
が
弱
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
従
来
の
住
宅
改
革
研
究
へ
の
批
判
を
念
頭
に
お
き
、
筆
者
は
、
～
九
世
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
運
動
に
つ
い
て
概
略
次
の
よ
う
な
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
八
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
1
や
、
他
の
労
働
者
住
宅
に
お
け
る
住
環
境
の
悪
化
と
い
う
問
題

が
、
広
範
な
市
民
層
の
関
心
を
ひ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
う
け
て
、
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
纂
組
合
と
い
う
形
で
最
初
の
住
宅
改
革
運
動
が
展
開

し
た
。
そ
こ
で
活
動
し
た
住
宅
改
革
者
は
、
住
宅
問
題
を
社
会
・
経
済
問
題
で
は
な
く
道
徳
や
衛
生
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
。
市
民
の
最
下
層

に
市
民
的
な
住
居
を
あ
た
え
て
、
彼
ら
を
精
神
的
・
道
徳
的
に
向
上
さ
せ
、
問
題
の
解
決
を
は
か
る
。
上
の
階
層
に
よ
る
援
助
と
い
う
発
想
も

み
ら
れ
る
。
こ
の
協
会
の
活
動
の
停
滞
後
も
大
部
分
の
改
革
者
は
基
本
的
に
以
前
の
認
識
を
変
化
さ
せ
ず
、
こ
の
認
識
の
枠
組
み
か
ら
「
混
合

居
住
」
（
市
民
層
と
下
層
の
者
が
同
じ
住
居
に
住
み
、
日
鴬
的
に
前
者
が
後
者
に
よ
い
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
い
う
発
想
）
に
積
極
的
な
意
味
が
あ
た
え
ら
れ

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
別
の
機
会
に
こ
う
し
た
改
革
構
想
の
出
発
点
と
な
る
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
！
に
対
す
る
認
識
（
道
徳
・
防
災
・
衛
生
上

の
危
険
性
の
強
調
）
が
、
市
民
層
の
思
い
込
み
か
ら
生
じ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　
現
在
の
観
究
状
況
を
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
住
宅
改
革
運
動
を
、
そ
の
お
か
れ
た
社
会
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
視
点
は
、
筆
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
第
二
帝
政
期
ベ
ル
リ
ン
の
住
宅
事
情
に
関
す
る
初
の
本
格
的
な
実
証
研
究
と
い
え
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
著
書
（
一
九
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

年
）
も
同
様
の
関
心
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
研
究
で
あ
る
。
当
該
時
期
の
住
宅
事
情
や
住
宅
市
場
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
解
明
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

成
功
し
た
こ
の
研
究
で
は
、
第
二
帝
政
期
の
悪
澄
環
境
の
象
徴
で
あ
る
賃
貸
兵
舎
ζ
憲
。
。
ζ
し
。
Φ
臼
Φ
や
ベ
ッ
ド
借
り
人
、
従
来
は
否
定
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
投
機
」
と
捉
え
ら
れ
た
、
建
築
業
や
土
地
取
引
業
の
活
動
、
そ
し
て
住
宅
問
題
に
消
極
的
と
み
ら
れ
た
自
治
体
の
機
構
、
そ
れ
ぞ
れ
が
住
宅
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供
給
に
果
た
し
た
役
割
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
研
究
は
、
従
来
の
住
宅
改
革
研
究
や
、
そ
う
し
た
研
究
が
土
台
と
す
る
当

時
の
改
革
者
の
言
説
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
運
動
を
お
か
れ
た
社
会
の
な
か
に
的
確
に
位
置
づ
け
る
必
要

性
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
問
題
提
起
を
念
頭
に
お
き
、
ベ
ル
リ
ン
の
行
政
の
担
い
手
が
フ
ァ
ミ
リ

エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
住
宅
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
と
こ
ろ
で
、
同
時
代
文
献
に
お
い
て
も
、
二
次
文
献
に
お
い
て
も
、
都
市
市
民
を
選
出
母
胎
と
す
る
市
当
局
は
住
宅
改
革
に
無
関
心
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
家
屋
所
有
者
か
ら
な
る
市
議
会
や
市
参
事
業
に
と
っ
て
安
価
な
住
宅
を
提
供
す
る
住
宅
改
革
運
動
は
、
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
ち
の
利
害
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
第
一
章
で
示
唆
し
た
よ
う
に
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
い
う

問
題
を
孕
む
存
在
に
、
ベ
ル
リ
ン
社
会
に
対
す
る
責
任
者
で
あ
る
都
市
行
政
の
担
い
手
が
完
全
に
傍
観
し
て
い
た
と
は
お
も
わ
れ
ず
、
こ
う
し

た
解
釈
は
一
面
的
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。

　
本
稿
の
分
析
の
際
に
、
先
に
整
理
し
た
一
九
世
紀
中
葉
に
展
開
し
た
市
民
に
よ
る
住
宅
改
革
運
動
の
論
理
と
対
比
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た

い
。
行
政
機
構
の
論
理
と
改
革
運
動
の
論
理
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
対
す
る
都
市
行
政
の
対
応
が
、

住
宅
改
革
運
動
の
な
か
に
位
置
づ
け
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
都
市
化
の
基
盤
形
成
期
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
本

稿
の
分
析
が
よ
り
長
期
的
な
射
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
稿
の
課
題
を
設
定
し
た
と
し
て
、
そ
の
課
題
は
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
行
政
機
構
の
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
史
に
も
貢
献
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
も
の
で
あ
る
。
　
九
世
紀
は
じ
め
か
ら
中
葉
ま
で
の
ベ
ル
リ
ン
の
行
政
機
構
に
関
し
て
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ク
ラ
ウ
ス
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
研
究

が
、
一
次
史
料
に
立
脚
し
そ
の
制
度
や
機
構
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
制
度
や
機
構
が
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
機
能
し
て
い
た
か
に
ま
で
、
研
究
者
の
関
心
が
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
の
な
か
で
本
稿
の
脈
絡
で
興
味
深
い
の
は
救
貧
行
政
の
実
態
を
あ
つ
か
っ
た
ス
カ
ル
パ
と
フ
ユ
フ
ト
カ
ー
の
研
究
で
あ

ろ
う
。
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こ
の
二
つ
の
研
究
の
特
徴
は
・
他
の
都
市
の
救
貧
行
政
に
関
す
る
近
年
の
研
究
で
も
讐
に
み
ら
れ
る
・
制
度
史
的
関
野
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
背
景
に
退
き
、
救
貧
行
政
を
巡
る
言
説
が
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
カ
ル
パ
の
研
究
は
、
ベ
ル
リ
ン
南
東
部
の
ル

イ
ー
ゼ
ン
市
区
に
焦
点
を
定
め
、
地
区
に
設
定
さ
れ
た
救
貧
委
員
会
を
介
し
た
社
会
的
結
合
関
係
の
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
末
に
至
る
変
化
を

辿
ろ
う
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
本
稿
の
対
象
で
あ
る
世
紀
前
半
に
つ
い
て
は
救
貧
委
員
会
の
機
能
と
構
成
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
こ
に
公
共

精
神
○
Φ
日
Φ
置
ω
ぎ
昌
と
い
う
言
説
を
成
り
立
た
せ
る
よ
う
な
緊
密
な
人
間
関
係
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
フ
ユ
フ
ト
カ
ー
の

研
究
は
、
皿
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
救
貧
行
政
に
お
い
て
「
悲
惨
な
母
親
と
淫
ら
な
女
性
」
と
い
っ
た
、
都
市
下
層
の
女

性
に
関
す
る
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
伝
統
的
に
存
在
し
た
施
す
者
と
う
け
る
者
が
相
互
に

関
与
す
る
「
施
し
の
文
化
」
の
存
在
を
析
出
し
、
そ
れ
と
の
相
克
の
な
か
で
以
上
の
言
説
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
解
明
し
た
こ
と
が
本
書
の
功

績
で
あ
る
。
そ
う
し
た
分
析
の
際
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
関
す
る
言
説
が
、
新
た
な
文
書
館
史
料
も
ま
じ
え
つ
つ
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
～
八
二
〇
年
代
に
市
当
局
や
警
視
庁
に
お
い
て
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
衛
生
や
防
犯
の
点
で
危
険
干
す
る
言
説
が
形
成
さ

れ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
と
も
関
心
を
共
有
し
て
い
る
。

　
両
研
究
が
救
貧
行
政
の
機
能
を
解
明
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
こ
で
は
次
の
点
に
つ

い
て
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
両
研
究
と
も
一
つ
の
言
説
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
た
め

か
、
都
市
社
会
内
の
立
場
の
ち
が
い
に
よ
る
発
想
・
観
念
・
利
害
の
相
違
や
、
都
市
社
会
内
の
救
貧
の
位
置
づ
け
に
ま
で
十
分
な
考
察
が
お
よ

　
　
　
　
⑬

ん
で
い
な
い
。
先
に
あ
げ
た
本
稿
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
両
研
究
の
問
題
点
を
克
服
し
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
い
う
問
題
を
介
し
て
都

市
社
会
内
の
諸
力
の
相
互
位
置
関
係
を
探
る
試
み
と
い
え
る
。
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票
田
N
釣
§
駄
冬
し
u
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§
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趣
き
§
譜
3
ω
斤
毎
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費
酔
一
⑩
⑫
9
㌶
鋤
q
＝
浅
㊦
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§
駄
国
歩
ミ
鈎
熱
ミ
寒
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o
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Q
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賭
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≦
磯
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＼
O
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｛
o
a
6
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．

⑬
ス
カ
ル
パ
の
研
究
は
、
ベ
ル
リ
ン
市
民
協
会
と
い
っ
た
ベ
ル
リ
ン
市
全
体
を
舞

　
台
に
結
成
さ
れ
た
協
会
と
ル
イ
ー
ゼ
ン
市
区
の
名
士
の
関
係
を
、
そ
う
し
た
協
会

　
で
活
躍
し
た
人
物
数
名
の
経
歴
と
彼
ら
の
協
会
内
の
立
場
を
叙
述
す
る
こ
と
で
検

　
珍
し
、
地
域
と
都
市
全
体
の
連
関
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
あ
げ
ら
れ
て
い

　
る
人
物
の
一
般
性
が
十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
野
薮
の
関
係
が
説
得
的
に

　
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ω
＄
壱
P
顕
象
P
ω
．
刈
Q
。
∴
一
ら
。
．
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三
　
ベ
ル
リ
ン
の
行
政
機
構

　
次
章
以
下
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
稿
で
あ
つ
か
う
時
期
に
お
い
て
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
対
応
し
た
の
は
、
市
民
に
よ
る
若
干
の
慈

善
事
業
を
の
ぞ
く
と
、
も
っ
ぱ
ら
一
八
○
八
年
の
都
市
条
例
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
市
参
事
会
、
市
救
貧
局
、
警
視
庁
で
あ
る
。
本
章
で
は
、

具
体
的
な
事
実
経
過
を
の
べ
る
準
備
作
業
と
し
て
、
そ
う
し
た
行
政
機
構
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
①

　
都
市
条
例
に
よ
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
行
政
機
構
は
、
六
％
前
後
を
し
め
る
市
民
が
名
誉
職
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
原
則
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
。
市
民
と
は
、
土
地
所
有
権
と
営
業
権
を
伴
う
市
民
権
を
も
つ
者
の
こ
と
を
い
う
。
市
の
行
政
機
構
は
、
意
志
決
定
機
構
で
あ
る
市
議
会
、

業
務
の
実
行
官
庁
で
あ
る
市
参
事
会
、
個
別
の
重
要
業
務
を
処
理
す
る
委
員
会
、
そ
し
て
一
〇
二
あ
る
管
区
の
業
務
を
処
理
す
る
管
区
長
か
ら

な
る
。
市
議
会
は
管
区
か
ら
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
市
議
会
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
市
参
事
会
に
は
一
五
名
の
歳
費
を
う
け
と
ら
な
い

市
参
事
会
員
が
属
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
市
長
以
下
一
〇
名
の
有
給
の
市
参
事
会
員
が
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
ま
た
、
重
要
な
業
務
に
は

市
議
会
議
員
、
市
参
事
会
員
、
一
般
市
民
か
ら
な
る
委
員
会
が
も
う
け
ら
れ
る
。
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③

　
委
員
会
の
う
ち
救
貧
行
政
に
つ
い
て
は
行
論
の
必
要
か
ら
の
べ
て
お
く
。
従
来
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
が
担
っ
て
い
た
救
貧
業
務
は
、
一
八
一
九

年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
市
の
管
轄
に
移
り
、
都
市
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
な
制
度
が
整
備
さ
れ
る
。
ま
ず
、
市
全
体
の
業
務
を
統
括
す
る
市
救

貧
局
が
も
う
け
ら
れ
る
。
そ
の
下
に
委
員
長
の
ほ
か
最
低
五
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
救
貧
委
員
会
が
地
区
単
位
で
設
置
さ
れ
（
全
市
で
五
六
）
、

扶
助
の
認
可
な
ど
実
際
の
救
貧
行
政
を
担
当
し
た
。
市
域
が
三
二
の
医
療
地
区
に
分
け
ら
れ
、
三
一
名
の
無
料
施
療
医
な
ど
が
医
療
活
動
に
あ

た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
都
市
側
の
行
政
機
構
と
は
別
に
、
～
八
〇
九
年
に
内
務
大
臣
直
属
の
王
立
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
が
設
立
さ
れ
、
治
安
維
持
の
み
な
ら
ず
、
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
管
理
や
照
明
、
消
防
と
い
っ
た
都
市
内
の
日
常
的
な
業
務
を
含
む
「
警
察
」
の
領
域
を
管
轄
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
警
察
」
が
国
家
の
管
轄
に
お
か
れ
た
た
め
に
都
市
条
例
が
効
力
を
も
っ
て
い
た
一
八
五
〇
年
ま
で
の
問
、
市
の
管
轄
下
に
お

か
れ
た
業
務
は
宿
営
（
一
八
一
七
年
）
、
救
貧
（
一
八
　
九
年
）
、
教
育
（
一
八
二
九
年
）
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
次
章
以
下
で
示
す
よ
う
に
、
フ
ァ
ミ

リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
市
の
救
貧
行
政
を
騒
が
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
救
貧
と
い
う
の
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
市
政
の
中
核
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

置
を
占
め
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
八
二
〇
年
代
の
救
貧
行
政
は
、
業
務
の
ひ
き
う
け
以
前
に
は
予
想
で
き
な
か
っ
た
人
口
速
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

う
支
出
の
増
加
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
点
は
市
参
事
会
に
よ
る
一
八
二
八
年
の
報
告
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
の
強
調

点
は
「
税
金
を
払
わ
な
い
人
の
急
速
な
増
大
が
自
治
体
に
か
な
り
の
支
出
も
た
ら
す
」
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
人
口
増
加
に
伴
い
貧
困
を
理
由

に
自
治
体
税
で
あ
る
家
賃
税
を
免
除
さ
れ
た
世
帯
が
急
増
し
、
し
か
も
彼
ら
は
貧
し
い
が
た
め
に
救
貧
行
政
か
ら
扶
助
を
う
け
、
市
の
財
政
に

圧
迫
を
加
え
る
可
能
性
が
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
～
九
世
紀
前
半
を
通
じ
て
ベ
ル
リ
ン
の
救
貧
行
政
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

貧
者
へ
の
扶
助
を
積
極
的
に
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
。
第
一
章
で
検
討
し
た
第
一
の
暴
動
の
際
に
、
市
当
局
が
家
賃
税
徴
収
に
乗
り
だ
し
た
の
も
、

そ
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
市
の
財
政
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
お
け
る
扶
助
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
若
干
後
の
時
代
に
な
る
が
、
一
八
三
四
年
の
調
査
で
は
三
九
〇
世
帯
中
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

五
世
帯
と
、
全
体
の
約
六
分
の
一
が
扶
助
を
う
け
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
当
時
の
住
民
数
は
一
五
入
一
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人
で
あ
り
、
全
住
民
に
占
め
る
扶
助
対
象
者
の
割
合
は
三
・
四
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
同
時
期
の
ベ
ル
リ
ン
の
数
字
と
比
較
す
る
と
、
市
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
は
人
口
の
丁
八
二
％
（
四
五
一
五
／
二
四
七
三
〇
〇
）
が
扶
助
を
う
け
て
お
り
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
住
民
の
数
字
の
ほ
う
が
高
い
。

こ
の
数
字
が
救
貧
行
政
の
担
い
手
に
負
担
感
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
、
次
章
以
下
み
る
よ
う
に
、
給
付

の
実
態
と
い
う
よ
り
は
、
こ
の
未
曾
有
の
建
物
に
大
量
に
人
が
住
む
と
い
う
事
態
が
、
市
当
局
や
警
察
の
対
応
の
誘
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
二
章
で
舞
台
を
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
戻
し
、
こ
の
建
物
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
行
政
機
構
の
対
応
を
事
件
史
的
に
検
討
を
加
え
る

こ
と
に
し
よ
う
。
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①
評
江
§
暮
も
発
P
ω
』
。
。
－
。
。
。
。
・

②
都
市
条
例
で
は
市
民
の
他
に
市
民
権
を
も
た
な
い
居
留
昆
と
い
う
階
層
を
設
定

　
し
て
い
る
。

③
Ω
霊
・
。
鼠
ド
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塾
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”
ω
．
郎
O
∴
N
ω
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る
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ω
．
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或
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ω
。
該
艮
㊦
却
℃
。
壽
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①
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ぎ
ヨ
無
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ω
。
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瀞
。
ぽ
H
緊
Φ
鱈
箆
跨
ぎ
p
匹
禽
箕
①
魯
冴
畠
魯

　
ω
薮
警
8
巳
建
ロ
α
q
〈
8
一
。
。
O
o
。
”
一
R
穿
、
寒
鼻
ω
曽
一
8
餅

⑥
Ω
β
。
島
≦
ぐ
る
象
9
ω
．
＝
O
∴
O
刈
’

⑦
吻
ミ
駐
駐
§
摩
霧
§
馬
q
§
譜
、
題
ミ
馨
§
§
ヒ
ロ
遷
寒
偽
ミ
轟
譜
、
冬
§
情
§
蹴

　
沁
題
§
醜
い
ミ
ミ
　
し
。
恥
、
ミ
N
　
§
　
§
N
　
魯
専
§
　
N
Q
Q
殴
軌
　
餅
蹄
　
N
題
。
◎
　
ミ
ミ
　
譜
、

　
9
ミ
ミ
§
斜
智
ミ
§
§
ミ
§
黛
、
ミ
鉢
曇
ぴ
§
譜
、
恥
§
§
§
譜
§
§
》
、
§
駄
。
。
＆
罫

　
嵐
題
画
ゆ
Φ
象
昌
一
。
◎
N
O
L
巨
○
蝕
鴇
導
傷
囚
費
く
⑦
【
ρ
象
蟄
P
ψ
一
ト
⊃
甲
辰
㎝
■
こ
の

　
報
告
に
よ
る
と
一
八
一
五
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
ベ
ル
り
ン
で
は
九
六
六
四
世

　
帯
増
加
し
た
が
、
家
賃
税
を
支
払
う
世
帯
は
四
二
一
増
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
残
り

　
の
九
二
四
一
二
世
帯
は
な
ん
ら
か
の
理
由
で
家
賃
税
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
貧
困
の
た
め
に
免
税
と
な
っ
た
世
帯
は
一
五
年
に
は
二
＝
三
で
あ
っ
た

　
の
が
、
二
八
年
は
八
五
五
六
と
一
三
年
間
で
四
倍
と
な
っ
て
い
る
。
全
世
帯
に
占

　
め
る
免
税
の
世
帯
の
割
合
を
だ
す
と
、
　
一
五
年
に
は
五
・
三
七
％
（
全
世
帯
一
二
九

　
五
四
九
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
八
年
に
は
一
八
・
四
四
％
（
全
世
帯
四
六
四

　
〇
四
）
と
増
大
し
て
い
る
。
他
方
、
救
貧
行
政
へ
の
支
出
も
二
〇
年
に
は
＝
二
五

　
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
の
が
、
二
八
年
に
は
九
五
〇
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
と
七
倍
に

　
増
大
し
、
救
貧
関
連
支
出
が
市
の
支
出
全
体
に
し
め
る
割
合
も
五
・
二
％
か
ら
二

　
五
・
五
％
と
急
増
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
数
字
は
額
面
通
り
う
け
と
る
わ
け
に

　
は
い
か
な
い
。
当
初
救
貧
委
員
会
は
試
験
的
に
四
つ
し
か
設
定
さ
れ
ず
、
そ
の
後

　
制
度
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
、
最
終
的
に
完
成
を
み
る
の
は
よ
う
や
く
一
八
二
六
年

　
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
制
度
的
に
は
ま
だ
不
安
定
な
一
八
二
〇
年
の
数
字
と
、

　
完
成
後
の
二
八
年
の
数
字
を
比
較
し
て
も
、
救
貧
負
担
の
増
加
を
公
平
に
示
せ
な

　
い
。
こ
こ
で
は
、
救
貧
負
担
の
問
題
が
、
市
参
事
会
に
と
っ
て
こ
う
し
た
数
掌
を

　
使
っ
て
対
外
的
に
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
れ

　
ば
十
分
で
あ
る
。

⑧
川
越
前
掲
書
、
第
四
章
。

⑨
O
Φ
韓
暮
α
函
導
く
Φ
β
象
郵
P
G
o
．
一
①
9
住
民
に
対
す
る
救
貧
扶
助
に
つ
い

　
て
は
拙
稿
門
住
宅
事
情
（
二
）
」
～
六
…
一
七
頁
で
若
干
の
検
討
を
繍
え
た
。
一



八
二
〇
年
代
の
状
況
を
客
観
的
に
示
す
デ
…
タ
は
管
見
の
か
ぎ
り
な
い
。
第
四
章

で
検
討
を
加
え
る
市
当
局
に
よ
る
文
章
に
も
救
貧
扶
助
の
デ
ー
タ
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
本
稿
が
示
す
よ
う
に
そ
う
し
た
文
章
は
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
住
民

へ
の
扶
助
が
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
轡
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
デ
ー
タ
が
誇
張
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
第
一
章
註

　
⑤
の
暴
動
の
記
述
で
扶
助
を
う
け
る
人
数
や
金
額
の
数
字
を
の
べ
た
が
、
こ
れ
も

　
そ
う
し
た
数
字
の
性
質
に
つ
い
て
確
か
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
数
字

　
か
ら
｝
ヶ
高
分
の
扶
助
金
を
計
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑩
川
越
前
掲
書
、
八
二
頁
。

四
　
　
「
ト
ロ
イ
ア
の
木
馬
」
の
出
現
と
行
政
機
構
の
対
応
（
一
八
二
〇
年
代
）

「トロイアの木馬」と市民社会（北村）

　
本
章
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
巡
る
ベ
ル
リ
ン
社
会
の
反
応
を
、
そ
の
建
築
直
後
か
ら
、
一
連
の
動
き
が
ひ
と
ま
ず
一
段
落
し
た

と
考
え
ら
れ
る
一
八
二
八
年
頃
ま
で
辿
る
こ
と
に
す
る
。

　
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
い
う
建
物
群
の
建
築
は
最
初
か
ら
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
住
宅
需
要
の
増
大
に
よ
る
偶
然
の
産
物
で
あ

っ
た
。
も
と
も
と
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
建
築
用
地
は
、
侍
従
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
北
方
に
位
置
す
る
自
分
の
領
地
か
ら

産
出
す
る
木
材
を
売
却
す
る
た
め
に
、
木
材
置
き
場
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
二
学
年
に
そ
の
土
地
に
木
材
置
き
場
用
の
施
設

と
と
も
に
、
ク
ラ
イ
ネ
ス
ハ
ウ
ス
と
よ
ば
れ
た
小
規
模
な
賃
貸
住
宅
用
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
住
居
へ
の
需
要
が
予
想
以
上
に
あ
っ
た

た
め
一
八
二
二
年
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
九
〇
住
居
を
有
す
る
カ
オ
ホ
マ
ン
ス
ハ
ウ
ス
と
い
う
大
規
模
な
建
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
で
も
需

要
を
賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
ラ
ン
ゲ
ス
ハ
ウ
ス
（
皿
五
〇
住
居
）
、
ク
ヴ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
七
五
住
屠
）
、
そ
し
て
シ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
七
五

住
居
）
と
い
う
三
つ
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
の
が
一
八
二
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
建
設
中
か
ら
布
当
局
や
警
視
庁
の
注
目
を
浴
び
る
が
、
事
態
が
本
格
的
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
市

参
事
会
に
よ
る
一
八
二
四
年
九
月
の
国
王
へ
の
定
時
報
告
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
最
後
の
シ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
竣
工
（
同
年
五
月
）

し
て
お
り
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
そ
の
全
貌
を
既
に
現
し
て
い
た
。
こ
の
報
告
で
は
次
の
三
点
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
｛
に
、
市
の

救
貧
行
政
が
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
合
計
二
五
〇
か
ら
三
〇
〇
の
家
族
な
い
し
は
個
人
に
一
ヶ
月
で
合
計
約
二
五
〇
タ
ー
ラ
ー
の
扶
助
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を
あ
た
え
て
い
る
。
次
に
、
病
人
数
が
次
第
に
増
大
し
、
伝
染
病
が
流
行
す
る
不
安
が
あ
る
。
住
毘
の
大
部
分
が
市
内
を
う
ろ
つ
く
た
め
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

病
原
菌
が
市
内
に
ひ
ろ
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。
最
後
に
、
下
層
階
級
の
人
が
多
く
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
た
め
非
道
徳
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
報
告
に
は
、
救
貧
対
象
者
の
増
加
へ
の
恐
れ
と
、
下
層
階
級
の
人
が
一
ヶ
所
に
詰
め
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
衛
生
・
道
徳
上
の
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

険
性
の
認
識
と
い
う
、
そ
の
後
の
甫
当
局
が
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
も
つ
認
識
の
枠
組
み
が
既
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
一
〇
月
八
日
、
こ
の
報
告
を
う
け
て
国
王
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
は
内
務
大
臣
シ
ュ
ク
マ
ン
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

注
意
す
る
よ
う
に
促
し
た
。
；
百
、
内
務
大
臣
は
住
民
の
健
康
状
態
、
住
民
に
よ
る
公
共
の
安
寧
の
撹
乱
、
児
童
の
通
学
問
題
と
い
う
三
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
調
査
を
ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
に
指
令
し
た
。
実
際
に
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
不
明
だ
が
、
二
六
日
に
は
警
視
庁
は
又
貸
し
人
と
ベ
ッ
ド
借
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

人
を
翌
年
一
月
一
日
ま
で
に
排
除
す
る
よ
う
に
所
有
者
に
通
告
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
の
通
告
に
対
し
て
所
有
者
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
は
警
視
庁
（
＝
月
一
〇
日
）
と
内
務
省
（
二
六
日
）
に
同
内
容
の
抗
議
文
章
を
提
出
し
た
。

第
一
に
、
彼
は
旦
ハ
体
的
な
例
を
あ
げ
、
又
貸
し
や
ベ
ッ
ド
借
り
人
は
都
市
内
で
慣
習
的
に
認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
り
、
誰
も
禁
止
で
き
な
い
と

い
う
。
第
二
に
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
市
内
の
悲
惨
な
労
働
者
住
居
よ
り
も
よ
い
状
態
に
あ
り
、
静
寂
と
秩
序
が
支
配
す
る
。
こ
れ
ら

二
点
を
念
頭
に
お
き
、
彼
は
又
貸
し
を
禁
止
し
た
場
合
、
追
い
だ
さ
れ
た
人
へ
の
補
償
や
彼
ら
を
矯
正
施
設
に
収
容
す
る
可
能
性
な
ど
の
問
題

点
を
指
摘
す
る
。
彼
は
、
一
住
居
に
二
家
族
以
上
入
居
す
る
こ
と
の
禁
止
と
そ
の
う
け
い
れ
に
条
件
を
も
う
け
る
こ
と
を
妥
協
案
と
し
て
提
案

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
一
二
月
二
日
、
彼
の
主
張
が
通
り
、
内
務
大
臣
は
警
視
庁
に
禁
止
を
撤
回
す
る
よ
う
に
勧
告
し
た
が
、
翌
～
八
二
五
年
一
月
二
〇
日
、
警
視

庁
は
次
の
よ
う
な
形
で
自
分
の
処
置
の
正
統
性
を
主
張
し
た
。

　
ま
ず
、
多
く
の
家
族
が
集
ま
っ
て
住
む
の
は
身
体
的
お
よ
び
道
徳
的
な
点
で
不
安
を
か
き
た
て
る
。
衛
生
上
、
二
一
〇
〇
人
以
上
の
住
民
が

住
ん
で
い
る
の
は
普
通
で
は
な
い
。
保
安
上
掛
の
四
点
が
問
題
で
あ
る
。
a
こ
の
建
物
の
住
民
の
犯
罪
行
為
は
そ
れ
ほ
ど
語
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
b
公
共
秩
序
の
撹
乱
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
。
c
人
が
こ
れ
だ
け
集
ま
っ
て
住
む
こ
と
の
悪
い
影
響
は
注
目
に
値
す
る
。
d
　
＝
二
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歳
ま
で
の
学
齢
児
童
三
八
○
人
の
う
ち
四
割
未
満
の
～
四
九
人
し
か
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
。

　
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
問
題
が
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
と
い
う
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
視
庁
が
こ
の
よ
う
な
対
応
に
で
た
こ
と
で
あ

る
。
警
視
庁
や
市
当
局
の
対
応
は
、
人
口
増
大
に
伴
い
出
現
し
た
こ
う
し
た
建
物
へ
の
不
安
感
か
ら
お
こ
さ
れ
た
も
の
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な

い
。

　
以
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
警
視
庁
は
、
風
紀
お
よ
び
安
全
警
察
上
の
特
別
規
定
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ

ザ
ー
は
住
民
数
が
多
く
、
か
つ
士
官
が
い
な
い
の
で
兵
舎
よ
り
も
状
況
は
悪
い
。
そ
れ
で
こ
こ
に
も
家
主
に
よ
る
家
内
警
察
が
行
使
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
所
有
者
に
指
示
を
あ
た
え
る
の
は
当
局
の
義
務
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
性
の
数
人
が
一
つ
の
住
居
を
利
用
す
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

問
題
な
い
が
、
男
性
、
女
性
、
男
児
と
女
児
か
ら
な
る
数
家
族
が
利
用
す
る
場
合
に
性
的
関
係
の
乱
れ
が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

　
こ
の
文
章
に
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
よ
う
に
大
人
数
が
一
ヶ
所
に
住
む
こ
と
か
ら
生
じ
る
衛
生
、
道
徳
、
防
犯
の
問
題
へ
の
恐
れ
と
、

そ
れ
に
対
処
す
る
改
革
の
主
張
と
い
う
警
視
庁
の
立
場
が
窺
え
る
。
救
貧
行
政
に
関
与
し
て
い
な
い
た
め
救
貧
負
担
の
問
題
は
で
な
い
が
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
市
当
局
と
同
じ
認
識
で
あ
る
。

　
二
月
二
〇
日
、
内
務
大
臣
は
他
の
家
で
適
用
で
き
な
い
こ
と
を
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
適
用
で
き
な
い
と
し
て
警
視
庁
の
要
求
を
退
け

⑪
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
う
し
て
内
務
大
臣
の
判
断
で
～
旦
決
着
し
た
か
に
み
え
た
こ
の
問
題
を
今
度
は
市
参
事
会
が
蒸
し
返
す
。
市
参
事
会
は
参
事
会
員
カ
イ
ベ

ル
に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
独
自
の
取
り
組
み
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
二
五
年
　
二
月
初
頭
、
カ
イ
ベ
ル
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン

ホ
イ
ザ
ー
を
訪
れ
、
一
二
月
七
日
に
報
皆
書
を
作
成
し
た
。
二
六
年
一
月
の
国
王
へ
の
定
時
報
告
に
も
修
正
し
て
の
せ
ら
れ
た
彼
の
報
告
を
整

　
　
　
⑬

理
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
彼
は
規
模
が
大
き
く
、
人
口
の
多
い
都
市
に
お
い
て
下
層
民
衆
の
倫
理
の
程
度
が
低
い
と
い
う
認
識
の
も
と
議
論
を
は
じ
め
る
。
そ

う
し
た
な
か
で
人
が
一
ヶ
所
に
密
集
す
る
と
そ
こ
に
堕
落
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
問
題
と
な
る
が
、
彼
は
こ
う
し
た
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建
物
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
建
物
の
状
況
を
の
べ
た
の
ち
、
彼
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
居
住
者
心
得
が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
は
も

っ
と
も
ひ
ど
い
不
潔
が
支
配
し
、
住
居
の
様
子
は
恐
怖
を
ひ
き
お
こ
す
た
め
に
叙
述
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
居
住
者
心
得
の
欠
如
や
家
主
の
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

借
人
に
対
す
る
無
関
心
こ
そ
が
、
家
賃
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
住
居
が
う
ま
る
理
由
で
あ
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
住
民
の
一
〇
分
の
～
は
救
貧
行
政
か
ら
の
援
助
を
う
け
て
い
る
。
衛
生
状
態
は
悪
く
、
病
気
が
市
内
で
働
く
人
に
よ
っ
て
広
が
り
、

首
都
に
と
っ
て
最
大
の
危
険
で
あ
る
。
彼
は
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
観
察
す
る
際
に
一
、
道
徳
性
、
二
、
火
災
の
危
険
、
三
、
警
察
上

の
危
険
、
そ
し
て
四
、
衛
生
状
態
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
評
価
の
も
と
カ
イ
ベ
ル
は
次
の
よ
う
な
一
七
項
目
の
改
革
提
案
を
だ
し
て
い
る
。
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「Qjk八一Q木喚四ミ只て
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
さ
ら
に
建
設
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

住
居
を
二
部
屋
単
位
に
し
て
居
間
と
台
所
を
も
う
け
る
。

切
り
屑
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

防
火
上
危
険
な
施
設
を
排
除
す
る
。

入
り
口
が
～
つ
し
か
な
い
建
物
に
も
う
一
つ
入
り
口
を
も
う
け
る
。

庭
と
廊
下
に
照
明
を
設
置
す
る
。

少
な
く
と
も
二
つ
消
防
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
。

住
民
数
を
減
ら
す
。
そ
の
た
め
に
一
住
居
に
一
家
族
よ
り
多
く
を
住
ま
わ
せ
な
い
。

居
住
者
心
得
を
も
う
け
る
。

季
節
単
位
の
賃
貸
を
お
こ
な
う
。

毎
年
部
屋
を
漆
喰
で
塗
り
か
え
る
。

又
貸
し
人
や
ベ
ッ
ド
借
り
人
は
禁
止
す
る
。
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k六浜嘩真「
庭
を
舗
装
し
、
清
潔
に
す
る
。

ト
イ
レ
を
改
造
す
る
。

汚
水
だ
め
を
取
り
除
く
。

こ
ど
も
が
種
痘
を
う
け
た
家
族
の
み
を
う
け
い
れ
る
。

こ
ど
も
が
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
家
族
は
う
け
い
れ
な
い
。

以
上
の
規
定
を
実
現
す
る
た
め
に
厳
重
な
警
察
の
管
理
の
も
と
に
お
く
。

　
こ
の
提
案
は
二
点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
部
屋
ご
と
の
機
能
分
担
を
明
確
に
し
（
二
）
、
一
住
居
を
一
家
族
だ
け
が
利
用
す
る
（
八
）
と

い
う
点
で
各
部
屋
を
当
時
の
市
民
層
の
住
居
に
近
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
第
二
に
、
建
物
そ
の
も
の
を
防
火
（
ご
一
七
）
、
衛
生
（
九
二

…
～
一
五
）
、
道
徳
（
九
二
六
）
の
面
で
安
全
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
。

　
カ
イ
ベ
ル
の
調
査
が
、
内
務
大
臣
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
i
問
題
を
再
び
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
。
一
八
二
六
年
二
月
一
八
日
、

こ
の
調
査
に
も
と
づ
い
て
内
務
大
臣
は
、
こ
う
し
た
施
設
の
有
害
さ
を
示
す
事
実
の
提
示
と
、
問
題
解
決
の
た
め
の
警
察
規
制
案
作
成
を
市
参

事
会
へ
要
求
し
た
。
市
参
事
会
は
そ
の
任
務
を
市
救
貧
局
に
ま
か
せ
る
。
市
救
貧
周
は
、
こ
の
地
域
の
医
療
を
担
当
し
て
い
た
無
料
施
療
医
テ

ユ
メ
ル
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
彼
が
、
実
際
に
ど
の
程
度
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
住
民
に
医
療
行
為
を
お
こ
な
っ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、

住
民
に
直
接
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
人
物
に
調
査
を
任
せ
る
こ
と
で
、
市
は
事
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
。
一
年
近
く
た
っ
た
こ
七
年
一
月
＝
日
に
彼
は
報
告
書
を
完
成
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
「
ト
ロ
イ
ア
の
木
馬
」
と
評
価
す
る

　
　
　
⑯

こ
の
報
告
を
、
カ
イ
ベ
ル
報
告
と
比
較
し
て
内
容
を
整
理
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
現
状
認
識
に
つ
い
て
は
カ
イ
ベ
ル
同
様
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
は
衛
生
や
道
徳
の
面
で
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
問
題
の
原
因
は
、
建
物
の
構
造
と
、
そ
こ
に
人
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
住
民
数
を
三
八

○
○
人
と
実
際
の
二
千
人
前
後
よ
り
も
か
な
り
大
き
い
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。
他
方
、
テ
ユ
メ
ル
の
報
告
で
は
市
の
救
貧
負
担
の
増
大
と
い
う
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問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
市
の
中
枢
部
に
い
た
参
事
会
員
カ
イ
ベ
ル
と
ち
が
い
、
テ
ユ
メ
ル
は
市
の
行
政
組
織
の
末
端
に
位
置
し
、

市
の
財
政
問
題
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
建
物
の
改
善
案
に
つ
い
て
は
、
カ
イ
ベ
ル
と
ほ
ぼ
嗣
内
容
の
も
の
を
提
唱
す
る
。
た
だ
し
、
カ
イ
ベ
ル
が
建
物
の
改
造
だ
け
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
た
の
に
対
し
て
、
テ
ユ
メ
ル
は
学
校
教
育
や
宗
教
教
育
の
必
要
性
と
、
専
任
の
警
官
に
よ
る
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
主
張
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
建
物
に
学
校
と
教
会
が
設
け
ら
れ
、
第
一
章
で
の
べ
た
二
つ
の
暴
動
に
お
い
て
警
官
が
騒
動
沈
静
に
は
た

し
た
役
割
を
考
え
る
と
、
こ
の
テ
ユ
メ
ル
の
主
張
は
そ
の
後
の
展
開
を
先
取
り
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
三
月
二
六
日
、
テ
ユ
メ
ル
の
報
告
書
は
市
長
の
添
え
状
と
と
も
に
内
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
、
四
月
七
日
、
テ
ユ
メ
ル
報
告
を
う
け
て
内
務
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

臣
は
警
視
庁
に
指
令
を
発
し
た
。
三
入
○
○
と
い
う
住
民
数
に
驚
い
た
内
務
大
臣
は
、
賃
貸
、
又
貸
し
、
ベ
ッ
ド
借
り
人
に
関
す
る
フ
ァ
ミ
リ

エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
独
自
の
規
則
の
必
要
性
を
認
め
た
。
以
上
の
動
き
と
並
行
し
て
、
市
参
事
会
は
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
に
教
会
を
設
置
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
に
国
王
と
教
会
当
局
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　
こ
の
問
、
テ
ユ
メ
ル
報
告
の
住
民
数
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
市
当
局
は
正
確
に
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
結

局
事
態
を
動
か
し
た
の
は
間
違
っ
た
情
報
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
テ
ユ
メ
ル
は
四
月
一
七
日
の
報
告
で
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
住
民
数
と
、

こ
の
建
物
が
面
す
る
ガ
ル
テ
ン
通
り
の
数
字
と
を
と
り
ち
が
え
て
い
た
こ
と
を
認
め
、
実
数
は
二
一
〇
八
人
で
あ
る
と
訂
正
し
た
。
市
参
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
四
月
の
定
時
報
告
で
こ
の
訂
正
を
国
王
に
伝
え
た
。
た
だ
、
こ
の
訂
正
は
事
態
の
進
行
に
影
響
を
あ
た
え
ず
、
一
年
後
の
翌
一
八
二
八
年
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

月
二
九
日
、
警
視
庁
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
規
則
と
、
執
行
を
担
当
す
る
警
察
の
た
め
の
規
定
を
作
成
し
た
。

　
前
者
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
世
帯
主
の
妻
と
こ
ど
も
は
警
察
の
承
認
な
し
で
入
居
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
は
警
察
の
許
可
が
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
世
帯
主
は
自
分
と
又
貸
し
人
の
入
退
去
を
警
察
に
通
告
す
る
義
務
が
あ
り
、
家
主
は
完
全
な
住
民
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
定
期
的

に
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
警
護
に
よ
る
申
請
承
認
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
と
く
に
衛
生
や
道
徳
の

観
点
が
前
面
に
で
て
い
る
。
そ
の
規
定
を
み
る
と
、
一
部
屋
の
住
民
は
八
か
ら
一
〇
人
ま
で
で
あ
り
、
生
殖
可
能
年
齢
の
男
女
は
、
親
戚
や
家
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族
の
関
係
に
あ
っ
て
ふ
し
だ
ら
な
つ
き
あ
い
が
生
じ
な
い
場
合
の
み
、
同
じ
部
屋
の
住
民
と
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
ベ
ッ
ド
借
り
人
や
又
貸
し

は
世
廿
軍
王
が
独
身
の
場
合
の
み
許
可
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
は
、
規
則
の
作
成
中
の
二
八
年
二
月
二
三
日
に
規
則
は
不
要
で
あ
る
と
以
前
か
ら
の
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
実
質

的
に
又
貸
し
や
ベ
ッ
ド
借
り
人
を
禁
止
し
た
こ
の
規
則
は
そ
の
後
厳
し
く
適
用
さ
れ
る
。
テ
ユ
メ
ル
の
同
年
八
月
～
九
日
の
報
告
に
よ
る
と
、

薪
管
理
人
の
も
と
こ
の
規
則
が
遵
守
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
八
月
六
日
ま
で
に
住
民
数
は
一
七
四
九
人
ま
で
減
少
し
た
と
テ
ユ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ル
は
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
警
視
庁
は
一
年
後
に
も
こ
の
規
定
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
一
八
三
四
年
と
一
八
四
二
年
の

住
民
調
査
に
も
、
一
八
四
三
年
に
実
際
に
訪
れ
て
書
か
れ
た
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ァ
ー
の
探
訪
記
に
も
又
貸
し
の
例
は
み
ら
れ
な
い
。
規
則
は
市
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

局
や
警
視
庁
が
期
待
し
た
成
果
を
あ
げ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
カ
イ
ベ
ル
ら
が
要
求
し
た
建
物
の
改
造
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
四
年
に
わ
た
る
議
論
の
末
、
二
八
年
四
月
二
九
日
の
規
則
に
よ
っ
て
市
当
局

や
警
視
庁
に
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
孕
む
問
題
に
一
応
の
上
限
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
入
居
者
の
規
制
に
よ
っ
て
、
衛
生
や
道

徳
の
問
題
の
悪
化
を
防
ぎ
、
扶
助
を
要
求
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
の
過
度
の
流
入
を
抑
制
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
で
、
帯
当
局
は
住
民
か
ら
家
賃
税
を
徴
収
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
ま
ず
、
市
当
局
は
住
民
か
ら
家
賃
税
を
直
接
徴
収
し
よ
う
と
し
た
が
失

敗
し
た
。
市
当
局
は
住
民
の
か
わ
り
に
年
…
五
〇
タ
ー
ラ
ー
の
家
賃
税
の
支
払
い
を
所
有
者
に
要
求
し
た
。
彼
が
拒
否
す
る
と
、
市
当
局
は
再

度
家
賃
税
徴
収
を
試
み
る
。
取
り
立
て
ば
同
年
七
月
二
九
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
第
一
章
で
紹
介
し
た
騒
動
が
発
生
す
る
。

　
住
民
の
抵
抗
に
あ
っ
た
も
の
の
、
市
当
局
は
そ
れ
で
家
賃
税
の
徴
収
を
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
九
月
二
九
日
、
市
参
事
会
は
取
り
立

て
を
一
日
で
お
こ
な
う
こ
と
を
強
調
し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
門
の
門
衛
の
強
化
と
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
近
く
に
軍
隊
を
配
置
す
る
必
要

性
を
警
視
庁
に
訴
え
た
。
こ
の
訴
え
か
ら
は
、
市
当
局
が
住
民
の
抵
抗
に
直
面
し
て
軍
事
力
の
必
要
性
を
よ
う
や
く
認
識
し
た
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
そ
の
後
、
家
賃
税
徴
収
を
一
度
に
お
こ
な
い
た
い
市
当
局
と
、
そ
う
し
た
徴
収
の
仕
方
で
は
住
民
の
騒
動
を
ひ
き
お
こ
し
か
ね

な
い
こ
と
を
懸
念
す
る
警
察
の
問
で
文
章
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
が
、
一
一
月
五
日
、
駐
屯
軍
が
協
力
を
姫
否
し
た
た
め
負
担
増
を
嫌
う
警
視
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⑳

庁
は
市
参
事
会
に
援
助
の
拒
否
を
通
告
し
た
。
こ
の
問
題
か
ら
は
市
当
局
は
成
果
を
納
め
な
い
ま
ま
手
を
退
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
二
八
年
七
月
一
一
一
日
の
内
務
大
臣
の
通
達
で
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
の
規
則
案
批
判
が
当
局
に
対
す
る
侮
辱
で
あ
る
と
し
て
告
訴
す
る
必

要
が
の
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
う
け
て
入
月
八
日
、
警
視
庁
は
上
級
地
方
裁
判
所
に
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
起
訴
状
は
九

月
三
日
に
起
草
さ
れ
、
審
理
は
二
九
年
五
月
～
八
日
に
終
わ
り
、
九
月
二
四
日
、
判
決
が
下
っ
た
。
五
週
間
の
禁
固
と
裁
判
費
用
の
支
払
い
が

言
い
渡
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
彼
は
上
訴
し
た
が
三
〇
年
五
月
六
日
に
却
下
さ
れ
た
。
賃
貸
住
宅
経
営
に
嫌
気
が
さ
し
た
の
か
、
所
有
者
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
年
一
月
一
日
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
売
却
し
パ
リ
に
移
住
し
て
し
ま
う
。

　
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
！
を
巡
る
市
当
局
、
警
視
庁
、
所
有
者
な
ど
の
雷
動
を
辿
っ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
事
件
の
成
果
は
一
八
二
八
年
の

規
則
、
市
当
局
に
よ
る
家
賃
税
徴
収
の
断
念
、
そ
し
て
所
有
者
の
交
替
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
部
の
鞍
壷
が
こ
の
建
物
に
関
心
を
示

し
、
慈
善
事
業
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
一
八
二
七
年
頃
か
ら
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
ず
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
内
の
教
会
で
あ
る
祈
り
の
時
間
か
ら
み
て
い
こ
う
。
設
立
時
点
は
不
明
だ
が
、
テ
ユ
メ
ル
は
、
一
八
二
七
年

一
一
月
八
日
目
報
告
で
祈
り
の
時
間
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
シ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
な
か
で
週
三
回
（
水
・
土
・
日
曜
の
七
時
）
、

共
同
の
礼
拝
と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
高
揚
の
た
め
に
集
会
を
開
く
教
会
が
つ
く
ら
れ
た
。
設
立
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
こ
の
建
物
に
住
む

織
工
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
で
あ
る
。
彼
は
当
初
自
分
の
部
屋
で
祈
り
の
時
間
を
開
い
た
が
、
参
加
者
が
多
く
な
る
と
自
分
の
部
屋
で
は
収
容
し
き
れ

な
く
な
り
、
共
同
で
専
用
の
部
屋
を
借
り
た
。
こ
の
祈
り
の
時
間
の
試
み
に
対
し
て
所
有
者
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
は
二
つ
の
部
屋
を
月
一
タ
ー

ラ
ー
（
年
二
四
タ
ー
ラ
ー
）
と
通
常
の
家
賃
（
年
三
〇
か
ら
三
八
タ
ー
ラ
ー
）
よ
り
も
安
く
貸
し
た
う
え
で
、
そ
の
二
つ
の
部
屋
の
間
の
壁
を
と
り

は
ら
っ
て
一
つ
の
小
さ
な
ホ
ー
ル
に
し
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
設
立
の
経
緯
を
み
る
と
、
住
罠
の
自
発
的
な
動
き
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
る
が
、
～
八
四
三
年
に
祈
り
の
時
間
に
参
加
し
た
グ
ル
ン
ホ
ル
ツ
ァ
ー
の
観
察
に
よ
る
と
、
上
流
女
性
の
慈
善
活
動
の
場
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
⑳

た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
次
に
一
八
二
八
年
設
立
の
救
貧
学
校
を
み
て
い
こ
う
。
軍
人
、
貴
族
、
官
僚
な
ど
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
の
学
校
の
目
的
は
「
市
民
社
会
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が
有
用
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
増
大
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
学
校
に
は
少
年
ク
ラ
ス
が
二
つ
、
少
女
ク
ラ
ス
が
二
つ
も
う
け
ら
れ
た
。
教

師
は
少
年
ク
ラ
ス
に
一
人
、
少
女
ク
ラ
ス
に
一
人
お
り
、
教
室
は
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
が
シ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
部
屋
を
教
室
に
改
造
し
た
う
え
で

少
年
ク
ラ
ス
は
無
料
で
、
少
女
ク
ラ
ス
は
安
い
金
額
で
賃
貸
し
た
。
設
立
当
初
は
少
年
ク
ラ
ス
に
一
一
　
六
人
、
少
女
ク
ラ
ス
に
一
一
八
人
が
通

っ
た
。
以
上
は
昼
の
ク
ラ
ス
だ
が
、
夜
間
学
校
も
も
う
け
ら
れ
た
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
住
民
の
子
供
だ
け
が
通
学
で
き
る
。
学
校
の

運
営
資
金
は
寄
付
に
よ
り
、
こ
ど
も
の
教
育
は
無
料
で
あ
る
。
教
科
内
容
は
、
宗
教
、
読
み
・
書
き
、
計
算
、
話
し
方
、
聖
書
と
教
理
問
答
の

暗
記
、
そ
し
て
歌
唱
で
あ
る
。
こ
の
学
校
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
敷
地
に
別
の
学
校
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
存
続
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
貧
者
に
対
す
る
慈
善
は
ベ
ル
リ
ン
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
統
的
に
み
ら
れ
た
慣
習
で
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
建
築
直
後

か
ら
そ
う
し
た
行
為
が
こ
の
建
物
の
住
民
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
あ
る
時
点
か
ら
史
料
に
あ
ら

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
二
七
年
一
月
二
日
付
の
テ
ユ
メ
ル
の
報
告
が
五
〇
部
印
可
さ
れ
一
般
に
流
布
し
た
こ
と
、
お
よ
び

二
八
年
七
月
二
九
日
の
騒
動
が
ベ
ル
リ
ン
市
民
の
耳
目
を
集
め
た
こ
と
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
所
有
者
は
、
そ
う
し
た
慈
善

事
業
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
が
、
彼
の
意
図
は
史
料
か
ら
は
窺
え
な
い
。
布
当
局
や
警
視
庁
の
攻
撃
を
か
わ
し
、
彼
の
所
有
物
が
健
全
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
そ
う
し
た
処
置
を
と
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
慈
善
事
業
も
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー

を
巡
る
一
連
の
事
件
の
帰
結
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
慈
善
事
業
と
し
て
は
、
他
に
男
女
の
病
気
見
舞
い
協
会
、
託
児
協
会
、
禁

酒
協
会
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
が
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
た
い
す
る
慈
善
事
業
に
ど
の
程
度
の
市
民

が
関
与
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
事
件
の
順
に
叙
述
し
て
き
た
本
章
を
、
都
市
社
会
内
の
立
場
の
ち
が
い
か
ら
く
る
言
説
や
行
動
の
相
違
に
留
意
し
て
ま
と
め
を
し
て
お
き
た

い
。

　
内
務
大
臣
や
国
王
は
一
連
の
動
き
の
中
で
明
確
な
態
度
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
他
方
慈
善
事
業
に
関
与
し
た
一
部
の
市
民
を
の
ぞ
き
、
ベ
ル
リ
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⑭

ン
市
民
一
般
の
こ
の
建
物
へ
の
関
心
は
高
い
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
市
の
行
政
機
構
の
中
で
も
名
誉
職
だ
け
か
ら
な
る
市
議
会
や
管
区
長
は

事
件
の
展
開
に
顔
を
覗
か
せ
て
い
な
い
。
「
ト
ロ
イ
ヤ
の
木
馬
」
へ
の
対
応
の
主
役
は
市
参
事
会
・
市
救
貧
局
と
警
視
庁
で
あ
る
。
こ
う
し
た

市
当
局
や
警
視
庁
の
議
論
の
根
底
に
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
へ
の
不
安
が
あ
る
。
市
当
局
に
お
い
て
は
、
住
毘
へ
の
救
貧
負
損
の
問
題
と
、

施
設
や
住
民
の
衛
生
・
道
徳
・
防
災
に
つ
い
て
の
危
険
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
都
市
行
政
の
末
端
の
者
に
は
、
救
貧
問
題
は
そ
れ

ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
建
物
を
市
民
層
の
住
居
に
近
い
も
の
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
。
警
視
庁
の
対
応
は
、
救
貧

負
担
の
問
題
は
で
て
こ
な
く
な
る
も
の
の
、
市
当
局
同
様
、
こ
の
建
物
の
衛
生
・
道
徳
・
防
災
上
の
危
険
性
を
強
く
意
識
す
る
。
行
政
の
最
末

端
で
、
住
昆
と
関
わ
り
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
人
々
は
、
住
民
の
状
況
を
あ
る
程
度
認
識
し
、
市
当
言
や
警
察
の
中
枢
に
あ
る
入
と
は
判
断
が

ち
が
う
点
が
あ
る
。
市
当
局
や
警
視
庁
の
動
き
に
対
し
所
有
者
は
又
貸
し
や
ベ
ッ
ド
借
り
人
の
禁
止
要
求
に
徹
底
的
に
反
対
し
、
家
賃
収
入
を

確
実
に
し
ょ
う
と
し
、
住
昆
は
う
け
い
れ
が
た
い
処
置
が
と
ら
れ
る
と
暴
動
を
お
こ
す
。

　
以
上
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
い
う
未
曾
有
の
存
在
に
対
し
て
そ
の
衛
生
、
防
災
、
治
安
上
の
不
安
感
か
ら
市
と
警
視
庁
が
と
っ
た
行

動
は
、
一
八
二
八
年
頃
に
は
一
応
の
決
着
を
見
た
。
す
な
わ
ち
、
規
則
の
制
定
に
よ
っ
て
こ
の
建
物
の
孕
む
問
題
に
上
限
が
設
定
さ
れ
、
他
方

市
当
局
は
家
賃
税
徴
収
を
断
念
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
三
一
年
に
な
る
と
事
態
は
新
た
な
展
開
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。
ヴ
ュ
ル

ク
ニ
ッ
ツ
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
1
を
買
い
取
っ
た
新
所
有
者
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
が
問
題
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
の

べ
る
の
が
、
次
章
の
課
題
で
あ
る
。
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民
』
（
早
坂
真
理
訳
）
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
。
則
⇔
o
げ
艶
Φ
び
象
鼻
○

⑳
　
O
Φ
巨
¢
薮
国
貯
く
賃
。
。
”
黛
鋒
P
ω
9
ω
刈
。
。
．

⑳
　
管
区
は
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
に
は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
建
物
と
関
わ
る

　
管
区
畏
は
い
な
い
。
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五
　
二
代
目
所
有
者
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
と
市
当
周
（
【
八
三
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
購
入
し
た
の
は
、
元
領
地
所
有
者
H
・
F
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
に
来
る
以
前
は
彼
は
マ

ク
デ
ブ
ル
ク
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
建
物
の
新
所
有
者
が
購
入
後
直
面
し
た
の
は
、
直
書
の
家
賃
滞
納
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
彼
が
一
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

～
年
六
月
二
〇
日
に
ま
と
め
た
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
～
二
九
世
帯
約
～
〇
四
七
タ
ー
ラ
ー
の
家
賃
が
滞
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

め
彼
は
六
月
二
六
日
に
市
参
事
会
に
書
簡
を
送
り
援
助
を
求
め
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
の
コ
レ
ラ
流
行
が
ド
イ
ツ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
状

況
が
こ
の
書
簡
の
背
景
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
で
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
は
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
住
民
が
コ
レ
ラ
の
発
生
源
と
救
貧
行
政
の

負
担
と
な
る
と
脅
し
を
か
け
て
、
建
物
の
衛
生
化
の
代
償
と
し
て
未
払
い
の
家
賃
を
市
当
局
に
払
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
書
簡

を
送
る
の
と
同
時
に
所
轄
の
第
五
九
救
貧
委
員
会
の
委
員
長
を
訪
れ
、
立
ち
退
き
の
対
象
と
な
る
家
族
を
伝
え
た
。
七
月
七
日
過
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
と
る
べ
き
手
段
を
相
談
す
る
特
別
委
員
会
の
設
置
を
市
救
貧
局
に
訴
え
、
七
月
一
五
日
、
市
救
貧
局
は
市
参
事
会
に
こ
の
要
求
を
伝
え
た
。

　
　
　
　
⑤

　
そ
の
報
告
で
市
救
貧
局
は
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
の
言
動
に
つ
い
て
、
前
所
有
者
で
あ
る
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
の
態
度
の
ほ
う
が
「
合
理
的
、
人
間
愛
に

よ
る
、
そ
し
て
公
共
福
祉
に
危
険
で
は
な
い
」
行
動
と
評
価
し
た
。
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
は
短
い
間
隔
で
徴
集
す
る
こ
と
で
家
賃
を
定
期
的
に
払

え
る
よ
う
に
し
、
立
ち
退
き
も
厳
し
く
し
な
か
っ
た
し
、
貧
し
い
人
の
家
具
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ー

ゼ
ケ
は
家
賃
を
徹
底
的
に
か
き
集
め
、
滞
納
者
の
立
ち
退
き
を
や
る
と
脅
し
を
か
け
、
そ
し
て
家
具
を
差
し
押
さ
え
、
彼
ら
を
乞
食
に
追
い
や

ろ
う
と
す
る
。
ヴ
ュ
ル
ク
ニ
ッ
ツ
や
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
の
家
賃
徴
収
の
態
度
が
実
際
に
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
前
所
有
者
が
、
建
物

を
改
造
し
て
学
校
や
教
会
の
設
置
に
便
宜
を
は
か
っ
た
こ
と
が
こ
う
し
た
評
価
の
相
違
の
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
市
救
貧
局
は
、
特

別
委
員
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
第
五
九
救
貧
委
員
会
で
十
分
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
市
救
貧
局
は
、
矯
正
施
設
が
満
杯
の
た
め
即
座
に
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
他
の
家
屋
所
有
者
が
同
様
の
要
求
を
だ
し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
七
月
二
三
日
付
け
の
市
救
貧
局
へ
の
回
答
か
ら
は
市
参
事
会
も
こ
の
事
態
へ
の
対
処
に
苦
慮
し
て
い
た
様
が
窺
え
る
。
市
救
貧
局
同
様
、
市
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参
事
会
は
他
の
家
屋
所
有
者
が
住
民
に
同
様
の
処
置
を
と
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
市
参
事
会
は
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
が
国
家
に
一
万
五
千
タ
ー

ラ
ー
の
借
款
を
申
し
入
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
そ
れ
に
ど
う
い
う
決
定
が
な
さ
れ
る
か
情
勢
を
み
る
と
と
も
に
、
警
視
庁
に
も
事
態
へ
の

注
意
を
促
し
た
。

　
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
の
要
求
に
市
参
事
会
と
市
救
貧
局
は
、
対
応
す
る
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
態
度
を
決
め
か
ね
て
い
た
。
こ
う
し
た
市
当
局

の
煮
え
き
ら
な
い
態
度
に
業
を
に
や
し
た
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
は
家
賃
未
払
い
者
の
立
ち
退
き
を
強
行
す
る
が
、
家
賃
税
徴
収
の
時
と
同
様
、
住
民
が

騒
動
を
お
こ
し
、
今
回
は
本
格
的
な
暴
動
に
ま
で
発
展
す
る
。
こ
の
暴
動
の
経
過
は
第
一
章
で
紹
介
し
て
お
い
た
。
前
回
の
騒
動
と
異
な
り
、

今
回
は
～
六
人
の
逮
捕
者
が
で
て
い
る
。
そ
の
逮
捕
者
の
う
ち
一
二
人
が
繊
維
業
関
係
に
従
事
し
、
三
人
が
靴
屋
を
営
み
、
そ
し
て
労
働
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
人
お
り
、
こ
れ
は
住
民
の
職
業
構
成
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
暴
動
が
お
こ
る
前
に
警
視
庁
は
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
が
以
前
住
ん
で
い
た
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
市
長
へ
彼
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。
七
月

　
　
　
　
　
　
　
⑨

三
一
日
付
け
の
回
答
は
彼
へ
の
不
信
を
強
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
彼
は
利
益
目
当
て
で
自
分
の
家
に
火
を
つ
け
た
疑
い
で
裁
判
に
か

け
ら
れ
た
と
い
う
情
報
が
の
べ
ら
れ
、
ペ
テ
ン
師
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
市
当
局
は
強
気
に
で
る
。
八
月
七

日
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
は
以
前
か
ら
の
要
求
を
市
当
局
に
送
っ
た
。
八
月
一
〇
日
、
市
救
貧
局
は
家
賃
の
未
払
い
を
保
証
し
な
い
と
所
有
者
に
伝
え

⑳
た
。　

こ
の
頃
、
以
上
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
第
五
九
救
貧
委
員
会
は
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
住
民
で
あ
り
、
一
八
二
八
年
に
建
物
内
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

う
け
ら
れ
た
私
立
救
貧
学
校
の
教
師
で
あ
る
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
と
べ
ッ
ツ
オ
ウ
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
組
織
を
強
化
し
た
。
初
等
教
育
は
　
八
二
九
年

か
ら
市
の
管
轄
下
に
移
り
、
こ
う
し
た
私
立
学
校
の
教
師
も
市
の
職
員
で
は
な
い
も
の
の
、
市
の
傘
下
に
入
っ
て
い
た
。
彼
ら
二
人
は
フ
ァ
ミ

リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
家
賃
未
払
い
人
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
は
救
貧
委
員
長
を
経
て
市
救
貧
局
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
リ
ス
ト
で
は
全
部
で
一

二
八
人
置
家
賃
未
払
い
の
世
帯
主
が
記
入
さ
れ
、
う
ち
七
九
人
が
労
働
や
秩
序
へ
の
意
欲
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
扶
助
を
あ
た
え
る
に
値
す
る

　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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八
月
一
七
日
の
市
救
貧
局
の
会
議
で
は
立
ち
退
き
予
防
の
処
置
を
と
ら
な
い
、
と
い
う
意
見
が
多
数
を
占
め
る
。
暴
動
を
お
こ
す
の
は
救
済

に
値
し
な
い
人
々
で
あ
り
、
救
済
に
値
す
る
入
々
に
援
助
し
て
も
暴
動
の
発
生
は
防
げ
な
い
と
判
断
す
る
。
少
数
意
見
は
、
救
済
に
値
す
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

じ
め
な
住
民
は
助
け
る
べ
き
と
考
え
る
。
市
参
事
会
は
一
九
日
に
多
数
意
見
と
同
様
の
態
度
を
と
っ
た
。

　
第
五
九
救
貧
委
員
会
の
強
化
に
つ
い
て
は
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
～
八
二
〇
年
代
に
比
べ
る
と
市
当
局
は
、
救
貧
学
校
の
教
師
で
あ

り
、
住
民
で
も
あ
る
人
物
を
通
じ
て
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
八
二
〇
年
代
に
フ
ァ

ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
調
査
し
た
テ
ユ
メ
ル
は
ク
ラ
イ
ネ
ス
ハ
ウ
ス
に
設
置
さ
れ
た
コ
レ
ラ
治
療
施
設
に
関
与
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
も
無
料

施
療
医
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
組
織
の
強
化
の
際
こ
の
テ
ユ
メ
ル
で
は
な
く
、
住
民
で
も
あ
る
救
貧
学
校
教
師
を
選
択
し
た
理

由
と
し
て
は
よ
り
正
確
な
情
報
を
求
め
た
と
い
う
事
情
が
想
定
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
二
人
の
教
師
が
住
民
へ
の
援
助
を
求
め
て
い
た
の
に
、

市
救
貧
局
や
市
参
事
会
は
救
済
を
控
え
て
お
り
、
両
者
の
見
解
は
異
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
九
月
二
一
日
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
最
初
の
コ
レ
ラ
患
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
た
め
立
ち
退
き
は
し
ば
ら
く
延
期
さ
れ
た
。
フ
ァ
ミ

リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
お
け
る
市
当
局
の
対
応
や
罹
患
率
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
＝
月
二
五
日
、
市
参
事
会
は
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
の
要
求
へ
の
態
度
を
最
終
的
に
決
め
る
。
市
参
事
会
の
立
場
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
大
都
市
で
は
下
層
民
衆
の
道
徳
の
低
さ
は
嘆
か
わ
し
い
、
か
つ
一
般
に
認
め
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
市
内
に
下
層
民
衆
が
散

ら
ば
れ
ば
、
（
市
民
の
）
よ
い
例
の
影
響
で
彼
ら
の
わ
る
い
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
危
険
で
は
な
い
。
し
か
し
、
～
ヶ
所
に
集
ま
る
と
、
彼
ら
は
低
く

沈
み
、
悪
い
例
で
引
き
裂
か
れ
、
そ
し
て
全
体
が
非
道
徳
化
す
る
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
五
〇
〇
家
族
集
ま
っ
た
た
め
悪
状
況
が
生
じ

た
。
こ
の
建
物
に
は
、
礼
拝
所
、
学
校
、
救
貧
委
員
会
、
コ
レ
ラ
治
療
所
と
い
っ
た
、
市
内
に
貧
者
を
分
散
す
る
に
は
余
分
な
施
設
が
つ
く
ら

れ
、
市
当
局
に
負
撫
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
例
を
他
の
住
居
の
住
民
も
要
求
す
れ
ば
、
自
治
体
の
支
出
が
増
え
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ン
ホ
イ
ザ
ー
の
暴
動
が
都
市
内
の
騒
乱
の
誘
引
と
な
り
う
る
と
主
張
す
る
。

　
こ
こ
か
ら
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
よ
う
に
一
カ
所
に
大
人
数
が
集
ま
る
建
物
が
大
き
な
問
題
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を
は
ら
む
と
い
う
、
一
八
二
〇
年
代
以
来
の
発
想
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
道
徳
の
問
題
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
コ
レ
ラ
の
流
行
と
フ

ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
罹
患
率
の
高
さ
は
、
衛
生
問
題
に
つ
い
て
の
一
八
二
〇
年
代
以
来
の
不
安
が
現
実
化
し
た
も
の
と
い
い
う
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衛
生
の
問
題
は
こ
こ
に
は
で
て
こ
な
い
。
全
市
的
な
「
青
い
恐
怖
」
の
猛
威
の
前
に
は
、
特
定
の
建
物
に
責
任
を
転
嫁
す

る
よ
う
な
議
論
は
影
を
潜
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
コ
レ
ラ
治
療
施
設
を
設
置
す
れ
ば
十
分
衛
生
問
題
に
対
応
で
き
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
も
解
釈
で
き
る
。
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
コ
レ
ラ
患
者
が
確
認
さ
れ
た
の
が
、
ベ
ル
リ
ン
市
内
よ
り
も
一
ヶ
月
近
く
遅
れ
た
こ
と
が

こ
の
建
物
の
も
つ
衛
生
面
で
の
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
現
段
階
で
は
明
確
な
こ
と
は
い
え
な
い
。
次
に
、
下
層
民
に
対
す
る
市
民
の
良
い
例
の
影
響
を
強
調
し
て
お
り
、
の
ち
の
住
宅
改
革
運

動
で
説
得
力
を
も
つ
「
混
合
居
住
」
の
発
想
が
こ
こ
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
当
時
の
市
当
局
は
、
世
紀
中
葉
の
住
宅
改
革
運
動
と
基
本
的
に
同

じ
発
想
で
行
動
し
て
い
た
と
い
え
る
。
最
後
に
、
以
前
同
様
市
の
支
出
増
加
へ
の
懸
念
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
半
年
に
わ
た
る
交
渉
の
末
、
一
二
月
二
七
日
に
内
務
大
臣
か
ら
彼
の
考
え
が
支
持
さ
れ
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
と
、
彼
も
前
所
有
者
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
売
り
払
い
パ
リ
に
向
か
っ
た
。
三
二
年
三
月
一
二
日
か
ら
し
ば
ら
く
の
問
、
こ
の
建
物
は
上
級
地
方
裁
判
所
の
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

轄
下
に
お
か
れ
た
。
上
級
地
方
裁
判
所
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
！
を
競
売
に
だ
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
い
手
が
つ
か
な
か
っ
た
。

　
こ
の
章
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
二
度
の
騒
動
と
コ
レ
ラ
流
行
に
お
け
る
罹
患
率
の
高
さ
は
、
一
八
二
〇
年
代
以
来
、
こ
の
建
物
に
も
た
れ
て

い
た
不
安
が
現
実
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の
市
当
局
で
は
一
八
二
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
建
物

自
体
の
改
造
と
い
う
議
論
は
影
を
潜
め
る
。
そ
う
し
た
議
論
は
、
費
用
や
手
間
の
点
か
ら
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
衛
生
面
を
問

題
著
す
る
と
い
う
視
点
も
議
論
の
前
面
に
で
て
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
八
二
〇
年
代
と
は
ち
が
い
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ケ
の
交
渉
相
手
が
も
っ
ぱ
ら

市
当
局
で
あ
っ
た
た
め
か
事
態
へ
の
対
応
が
基
本
的
に
市
当
局
内
で
処
理
さ
れ
て
お
り
、
警
視
庁
や
国
家
は
顔
を
み
せ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、

大
枠
で
は
一
八
二
〇
年
代
か
ら
の
議
論
が
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
る
。
市
当
局
の
議
論
に
は
、
一
ヶ
所
に
大
人
数
が
集
ま
っ
て
住
む
こ
と
が
引

き
起
こ
す
問
題
へ
の
不
安
が
窺
え
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
住
宅
が
市
に
財
政
負
担
を
か
け
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
み
ら
れ
る
。
行
政
機
構
内
の
住
民
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5

の
状
態
を
知
り
う
る
立
場
の
者
が
中
枢
の
者
と
は
判
断
が
異
な
る
点
も
以
前
同
様
で
あ
る
。
新
所
有
者
も
、
家
賃
収
入
の
確
保
に
腐
心
し
、
住

民
も
う
け
い
れ
ら
れ
な
い
処
置
に
は
暴
動
を
お
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
O
①
鼓
¢
巳
囚
葺
く
①
「
ω
郭
鼻
P
ω
■
一
〇
9

②
吋
富
§
．

③
宰
§
§
ω
．
♂
O
｛
．

④
卑
§
誉
ω
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紹
．

⑤
嘩
§
贅
ω
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認
h

⑥
寒
§
§
ω
．
δ
ω
・

⑦
寒
§
§

⑧
肉
富
§
讐
ω
．
δ
9
住
民
の
職
業
構
成
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
住
宅
事
情
（
二
）
」

　
一
四
－
｝
五
頁
。

⑨
O
①
聾
§
山
漆
貯
く
㊦
「
。
・
筆
工
P
O
。
．
一
〇
◎

⑩
寒
§
登
ψ
δ
刈
「

⑪
卑
§
鼻
ω
’
δ
9

⑫
嘩
§
賢
ω
．
δ
刈
｛
．

⑬
嘩
§
登
ω
．
δ
。
。
∴
O
ρ

⑭
嘩
§
§

⑮
窪
§
誉
ω
9
δ
マ
δ
G
。
・

⑯
寒
§
賢
ψ
δ
も
。
山
①
。
。
．

⑰
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
三
四
年
＝
月
～
五
日
か
ら
三
六
年
四
月
＝

日
か
げ
て
、
段
階
的
に
法
律
顧
問
宮
ル
ー
ド
ル
フ
の
害
記
・
出
納
係
ハ
イ
ダ
ー
が

購
入
し
た
。
一
八
四
四
年
に
死
亡
す
る
ま
で
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
彼
の
所

有
物
で
あ
り
、
彼
の
死
後
～
八
七
二
年
ま
で
そ
の
遺
産
相
続
人
が
管
理
し
た
。

肉
贈
§
贅
ω
」
①
や
δ
ρ
ω
．
蟄
り
・
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む
す
び
に
か
え
て

　
本
稿
の
叙
述
を
こ
こ
で
手
短
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
市
当
局
や
警
視
庁
は
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
道
徳
、
衛
生
、
防
犯
の
面
で
不
安
を
感
じ
、
市
民
層
の
住
居
を
前
提
と
し
た
議
論
で
対

処
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
行
政
機
構
そ
の
も
の
の
性
格
や
役
割
は
異
な
る
も
の
の
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
い
う
従
来
な
か
っ
た

類
の
問
題
へ
の
対
応
は
基
本
的
に
同
一
の
論
理
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
市
当
局
に
は
救
貧
負
担
の
増
大
の
抑
制
と
い
う

意
識
が
窺
え
る
。
行
政
の
末
端
に
位
置
す
る
者
の
判
断
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
民
よ
り
で
あ
り
、
中
枢
部
と
は
異
な
る
。
市
当
局
や
警
視
庁

の
要
求
に
対
し
て
、
二
人
の
所
有
者
は
家
賃
の
確
保
に
腐
心
し
、
住
民
は
う
け
い
れ
が
た
い
要
求
が
突
き
つ
け
ら
れ
る
と
暴
動
を
お
こ
し
抗
議



「トロイアの木馬」と市民社会（北村）

す
る
。
他
方
、
一
部
の
市
民
が
慈
善
事
業
を
お
こ
な
う
も
の
の
、
広
範
な
市
民
が
こ
の
建
物
へ
の
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
四
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
八
二
八
年
の
規
則
で
市
当
局
や
警
察
に
と
っ
て
は
、
こ
の
建
物
の
は
ら
む
問
題
に
一
応
の
上
限
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
も
、

フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
不
安
視
す
る
雷
説
は
残
る
も
の
の
、
暴
動
や
コ
レ
ラ
流
行
に
直
面
し
て
市
や
警
視
庁
が
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
く

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
当
時
の
行
政
機
構
が
、
「
ト
ロ
イ
ア
の
木
馬
」
に
対
し
て
規
則
を
設
定
し
、
そ
れ
を
守
ら
せ
る
以
上
の
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
市
参
事
会
や
警
視
庁
は
、
問
題
は
認
識
し
つ
つ
も
、
労
働
者
の
社
会
問
題
を
中
心
と
し

た
都
市
問
題
に
積
極
的
に
と
り
く
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
テ
ユ
メ
ル
の
報
告
書
が
政
府
に
提
出
さ
れ
た
直
後
の
～
八
二
七
年
四
月
、
内
務
大

臣
は
当
時
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
自
治
体
に
よ
る
住
宅
供
給
を
市
参
事
会
に
薦
め
る
が
、
市
当
局
は
、
そ
う
し
た
住
居
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

陰
当
て
に
貧
し
い
人
々
が
ベ
ル
リ
ン
に
流
入
す
る
の
を
恐
れ
て
拒
否
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
「
社
会
的
住
宅
建
設
」
と
は
未
だ
か

な
り
隔
た
り
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
以
上
の
成
果
と
、
一
八
四
〇
年
代
以
降
に
展
開
す
る
住
宅
改
革
運
動
と
の
関
連
を
の
べ
て
本
稿
の
締
め
く
く
り
と
し
よ
う
。
市
当
局
や
警
視

庁
に
あ
っ
て
は
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
そ
の
も
の
が
標
的
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
住
宅
改
革
運
動
で
は
市
民
層
の
最
下
層
の
人
が
こ
の
種

の
住
居
へ
転
落
す
る
こ
と
の
防
止
が
そ
の
墜
的
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
相
違
は
あ
る
が
、
フ
ァ
ミ
リ
エ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
道
徳
、
衛
生
、
防
犯
上

の
危
険
性
を
強
調
し
、
そ
れ
を
も
と
に
当
時
の
市
民
層
の
住
居
を
前
提
に
し
た
議
論
が
展
開
す
る
と
い
う
点
で
は
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
市

当
局
や
警
視
庁
の
論
理
と
、
住
宅
改
革
運
動
の
論
理
は
共
通
の
土
台
に
あ
る
。
一
八
三
一
年
の
市
参
事
会
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
議
論
の
延
長

線
上
で
市
民
層
の
良
い
影
響
を
労
働
者
に
あ
た
え
る
と
い
う
発
想
が
語
ら
れ
、
後
の
住
宅
改
革
運
動
で
み
ら
れ
る
「
混
合
居
住
」
の
発
想
が
既

に
み
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
量
と
質
の
面
で
そ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
住
宅
の
出
現
と
い
う
事
態
に
対
す
る
、
ベ
ル
リ
ン
の
行
政
機
構
と
住
宅
改
革

運
動
の
対
応
は
同
次
元
の
論
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
相
互
の
系
譜
関
係
に
つ
い
て
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
市
参
事
会
や
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警
視
庁
の
反
応
も
、
住
宅
改
革
運
動
も
、
人
口
増
に
伴
う
住
宅
問
題
の
発
生
に
対
す
る
ベ
ル
リ
ン
市
昆
社
会
に
よ
る
反
応
の
一
環
で
あ
っ
た
と

考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
都
市
の
行
政
機
構
の
対
応
を
捨
象
し
て
議
論
し
て
き
た
、
従
来
の
住
宅
改
革
運

動
研
究
の
視
角
は
一
面
的
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
も
、
「
混
合
居
住
」
に
象
徴
さ
れ
る
発
想
は
、
住
宅
改
革
運
動
に
う
け
継
が
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
行
政
の
担
い
手

に
そ
の
後
も
説
得
力
を
も
ち
続
け
る
よ
う
で
あ
る
。
一
八
六
二
年
目
警
視
庁
の
依
頼
で
」
・
ホ
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
パ
リ
の
オ
ス
マ
ン
の
改
造
に
比

肩
し
う
る
都
市
改
造
案
を
作
成
す
る
。
十
全
な
成
果
を
あ
げ
た
と
は
い
い
が
た
い
こ
の
ベ
ル
リ
ン
改
造
で
あ
る
が
、
彼
の
改
革
構
想
の
軸
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
と
な
っ
た
の
が
「
混
合
居
住
」
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
構
想
が
ど
の
程
度
市
当
局
や
警
視
庁
の
メ
ン
バ
ー
に
共
有
さ
れ
て
い
た
か

は
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
「
混
合
居
住
」
は
一
八
六
〇
年
代
の
都
市
行
政
の
損
い
手
に
と
っ
て
完
全
に
現
実
性
を

失
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
主
張
し
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
市
当
局
や
警
視
庁
の
論
理
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
至
る

ま
で
住
宅
問
題
や
都
市
問
題
に
関
心
を
も
つ
か
な
り
の
人
を
規
定
し
た
発
想
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
④

　
以
前
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
混
合
居
住
」
と
い
う
発
想
が
説
得
力
を
も
っ
た
背
景
に
は
、
未
だ
様
々
な
階
層
が
軒
を
接
し
て
暮
ら
し
て
い
た

一
九
世
紀
中
葉
の
住
宅
事
情
が
あ
る
。
当
時
の
住
宅
事
情
は
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
別
に
し
て
、
そ
う
し
た
状
況
の
下
に
様
々
な
階
層

の
人
々
が
良
好
な
人
間
関
係
を
形
成
し
て
い
る
と
市
民
層
に
お
も
わ
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
変
化
し
「
混
合
居
住
」
の
説
得
力

が
失
わ
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
統
一
前
後
、
賃
貸
兵
舎
と
よ
ば
れ
た
大
規
模
な
住
宅
用
の
建
物
が
乱
立
し
、
以
前
の
よ
う
な
人
間
関
係
が
も
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

成
り
立
た
な
く
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
都
市
化
が
本
格
し
て
か
ら
以
降
の
市
参
事
会
や
警
視
庁
の
住
宅
問
題
へ

の
対
応
や
、
そ
れ
と
住
宅
改
革
運
動
と
の
関
係
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
く
の
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

①
拙
稿
［
住
宅
改
革
運
動
」
「
都
市
社
会
」
参
照
。

②
O
㊦
翼
庫
巳
囚
葺
く
旧
る
黛
9
ψ
一
お
∴
濠
．

③
謹
§
貸
ω
誌
。
。
￥
0
8
・

④
拙
稿
「
住
宅
改
革
運
動
」
五
～
頁
お
よ
び
「
住
宅
色
情
（
二
）
」
二
一
頁
。
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“Das　Trojanische　Pferd”　und　die　bttrgerliche　Gesellschaft．

　　　　　Die　Berliner　Beh6rden　und　die　Wohnungsfrage　1820　1831

by

KITAMURA　Masafumi

　　In　Folge　der　Urbanisierung　im　19．　Jahrhundert　kam　die　Wohnungsfrage

bezttglich　der　Arbeiter　in　den　deutschen　Stadten　auf，　und　seit　Anfang　des　19．

Jahrhunderts　nahrn　auch　die　Bev61kerung　von　Berlin　deutlich　zu．　Die　neu

entstehende　Sozialfrage　der　Arbeiter　war　etwa　seit　den　1820er　JalMren　vom

Magistrat　uRd　den　Beh6rden，　seit　den　1840er　JahreR　auch　vom　breiteR　Berliner

BUrgertum　als　Problern　wahi’genommen　worden，　und　dieses　begann　nun　damit，

einige　Reformen　in　Angri£f　zu　Rehmen．　lm　Zusammenhang　damit　wurde　auch　die

Wohnungsfrage　als　ein　Problem　erkannt．　Als　Symbol　der　schlechten

WohnungssiSuation　der　Arbeiter　galten　die　“Familienhauser”，　die　am　Hamburger

Tor　standen　und　in　denen　mehr　als　zweitausend　Menschen　oder　vieyhundert

Haushalte　lebten．　Diese　Gebaude　hatte　H．O．v．　Wtilclmitz　in　der　Zeit　von　1820

bis　1824　erbaut．　Sie　waren　schon　zum　Zeitpunkt　ihrer　Erbauung　von　einem　Teil

der　Berhner　Btirgergesellschaft　beachtet　worden．　Wie　schon　die　Tatsache，　dass

ein　Armenarzt　1826　diese　neuartigeR　Gebaude　ein　“Trojanisches　Pferd”　genannt

hatte，　gezeigt　hat，　wurden　die　Familienhtiuser　in　der　Berliner　BUrgergesellschaft

durchaus　als　eine　6ffentliche　Gefahr　wahrgeRommen．　lm　vortiegenden　Artikel

wird　die　Reaktion　der　btigertichen　Gesellschaft　auf　dieses　“Trojar｝ische　Pferd’　in

den　Jaltren　von　1820　bis　1831　analysiert．　Dabei　solleR　die　Erfolge’der　Analyse　im

Zusammenhang　mit　der　Wohnungsreforrnbewegung　um　die　Mitte　des　19．

Jahrhunderts，　die　ich　bereits　einer　／lnalyse　unterzogeR　und　dereR　Ergebnisse　ich

in　melll　eren　Artikeln　ver6ffentlicht　habe，　beurtegt　werden．

　　Wahrend　in　den　Jalllren　von　1820　bis　1831　weder　der　1〈6nig　und　der　Staat　eine

bestimmte　Haltung　in　dieser　Wohnungsfirage　eimahmen　noch　die　aHgemeinen

Biirger　ein　besonderes　lnteresse　an　diesen　Gebauden　zeigten，　reagierten　auf　der

Seite　der　stadtischen　Beh6rden　ausschlieBljch　der　Magistrat　und　die

Armenverwaltung，　sowie　das　Polizeiprtisidium　als　staatliche　Behdrde　auf　die

Famlienh5user．　Diese　Behdrden　hatten　Angst　vor　deR　moralischeB，　hygienischen

und　krirninellen　Gefahren　der　Familienhauser　und　suchten　die　Gebaude　zu

vertindern，　ihre　Bewohner　zu　reforrnieren．　Dabei　wurden　die　Wohnungen　von
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Bitrge1n　als　ldeal　angesehen．　Ftir　die　sttidtischen　Beh6rden　war　auch　die

Ausgabe　des　Pfiegegeldes，　das　die　Armenverwaltung　den　Bewohnem　der

Fanzillenhtiuser　gab，　ein　fatales　Ereigrtis．　Die　Beamten　aber，　die　rnit　den

FarnXenhtiusern　in　dienstljchem　Kontakt　standen，　sympathisierten　ein　wenigmit

dessen　Bewohnern．　Vor　den　schliessticheR　Aktionen　dieser　Beh6rden　suchteR

zwei　Vemieter．　ihre　Mieteinriahmen　zu　sichem．　Aber　die　Bewohner　revoltierten
　　　　　　　　　　　　’

gegen　die　Versuche　der　Vermieter　oder　der　Beh6rde，　die　mit　ihren

wirtschaftlichen　lnteressen　im　widerspruch　staRden．

　　Im　Jahre　1828　hatte　darm　das　Polizeiprasidium　erfolgreich　ein　Reglement

ex！assen　k6rmen，　dass　die　Aftermiete　von　diesem　Zeitpunkt　an　verbot．　Dieses

Verbot　konnte　auch　durchgesetzt　werden．　Mehr　aber　konnte　von　seiten　dieser

Beh6rde　nicht　untemommen　werden，　trotz　des　zweimaligen　AufrLih！rs　und　der

Cholera－Epidemie　im　Jahre　1831．　Der　Magistrat，　die　Armenverwaltung　und　das

PoSzeiprtisidium　hatteR　in　den　20er　Jahren　das　19．　Jahrhunderts　mit　der

Wohnungsreformbewegung　um　die　Mitte　des　19．　Jahrhunderts　in　Berlin　die

Reformkoflzepte，　die　Angst　vor　den　Gefahren　der　FamllienkAuser　ttnd　die

Betonung　von　btirgerlichen　Werten　gemeinsam．　Daraus　kann　man　schliessen，

dass　beide　Bewegungen　Teil　der　gleichen　Reaktion　der　Berliner　Bttr－

gergese｝lschaft　auf　die　Wohnungsfrage　waren．

Poor　Relief　in　the　Early　Modern　London　Parish

by

MIYAGAWA　Tsuyoshi

　　The　problem　of　poor　relief　was　getting　severer　in　late　16th　and　early　17th

century　England．　Many　authors　and　preachers　were　concerned　about　the

problem　of　charity　and　poor　relief．　This　article　is　a　discussion　of　the　functioR　of

the　parish　in　poor　relief　in　late　16th　and　early　17th　century　ERgland．　The　parish　in

England　was　not　oniy　an　essential　unit　on　which　the　system　of　Elizabethan　poor－

law　depended，　but　also　the　milieu　in　which　private　charity　united　the　rich　and　the

poor．　This　article　mamly　focuses　on　the　parish　of　St　Bartholomew　Exchange　in

London　and　tries　to　explore　the　various　aspects　of　poor　relief　in　this　parish，

namely　the　resources　of　poor　relief，　the　recipients　of　aid　and　the　motives　of
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